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Ⅱ 調査結果の分析 

１ 調査の概要 

（１） 調査の目的 

平成 13 年の「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（以下「ＤＶ防止法」と

いう）の施行により、ＤＶ（※１）に対する社会的な認知度は高まりつつある。しかし、未だ家庭内や

夫婦間の個人的な問題であるととらえることも多く、暴力は犯罪であるとの認識が低い。配偶者に

対する暴力は人権の侵害であるとともにジェンダー（※２）に根ざした社会的な問題であり、男女共同

参画社会実現の大きな阻害要因である。 

平成 19 年度に行われた豊田市の調査では配偶者からの暴力（ＤＶ）を受けている女性が、全国平

均よりも高い割合になっているなど、女性に対する人権侵害が大きな課題として残されていること

がわかり、平成 21年 7月に「豊田市ＤＶ対策基本計画」を策定し、ＤＶに対する正しい理解の促進

を図ってきた。また、平成 22年 3月に策定した「第２次とよた男女共同参画プラン」においても「人

権侵害や暴力の根絶」を重点的な取組に位置づけ、市民への意識啓発や被害者への支援などの取組

を進めている。 

今回の意識調査は、市民の内側にある固定的な性別役割分担意識（※３）などのジェンダー意識にも

問いかけ、暴力に対する認識及び現状を考察するとともに、前回調査と比較・検討することで、５

年間の変化を確認し、今後の施策展開の基礎資料とすることを目的として実施した。 

 

（２） 調査対象 

 豊田市に在住の 20 歳以上の市民、男女各 1,500 人を無作為に抽出 

 

（３） 調査方法 

 郵送配布・郵送回収 

 

 

 

【用語解説】 

（※１）ＤＶ：ドメスティックバイオレンスの略。配偶者や内縁関係者の間で起こる家庭内暴力のことをいう。

暴力には、殴る蹴るなどの暴力のみならず、威嚇する、生活費を渡さない、仕事に就かせない、

性行為の強要、外出や交友関係を制限して孤立させる、子どもに暴力をみせるといった精神的な

苦痛や経済的な抑圧なども含む。 

（※２）ジェンダー：生物学的な性差と区別した、社会的・文化的に形成される性差のこと。「男は仕事、女は家

庭」といった考え方は、社会的に形成された性別による役割分担であるため、ジェンダー

意識にとらわれた考え方である。 

（※３）性別役割分担意識：「男は仕事、女は家庭」のように、性別によって男女の役割を固定的にとらえる意識

のことをいう 
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（４） 調査期間 

 平成 24年 8月 23 日から平成 24年 9月 20 日まで 

 

（５） 回収状況 

  

項目 発送数 有効回収数 回収率 
※前回 

（5 年前） 

全体  3,000 1,271 42.4％ 37.8％ 

 女性  1,500 758 50.5％ 43.2％ 

 男性  1,500 501 33.4％ 32.5％ 

 

 

（６） 報告書の見方 

 

（１） 比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出したため、パーセ

ントの合計が 100％にならないことがある。 

（２） 報告書内に記載した比率は、各設問の件数を 100％として算出している。 

（３） 複数回答が可能な質問では、その項目を選んだ人が全体からみて何％なのかという見方を

した。そのため、各項目の比率の合計は通常 100％を超える。 

（４） 本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略

化して掲載している場合がある。 

（５） クロス集計における各属性の合計には無回答を含まないため、全体の回収数とは一致しな

い場合がある。 

（６） 特に定めのない限り、他の調査結果等との比較は、以下の調査に基づくデータを利用して

いる。 

項目 内容 

前回 豊田市「日常生活における男女の意識と実態に関する調査」（平成 19年度）

国 内閣府「男女間における暴力に関する調査」（平成 23年度） 
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２ 回答者の属性 

Ｆ１ 性別 

回答者の性別の内訳は、女性が 59.6％、男性

が 39.4％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ２ 年代（平成 24 年８月 31 日時点） 

回答者の年代別の内訳は、「20歳代」が 13.2％、

「30 歳代」が 16.8％、「40 歳代」が 19.7％、「50

歳代」が 24.2％、「60 歳以上」が 25.2％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳代, 

13.2％

30歳代, 

16.8％

40歳代, 

19.7％

50歳代, 

24.2％

60歳以上, 

25.2％

無回答, 

0.9％

全体(1,271件)

女性, 

59.6％

男性, 

39.4％

無回答, 

0.9％

全体(1,271件)

59.6 

63.7 

64.0 

59.6 

61.0 

55.0 

39.4 

36.3 

36.0 

40.0 

39.0 

44.7 

0.9 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

女性 男性 無回答
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Ｆ３ 職業 

回答者の職業をみると、全体では「公務員・会社員・団体職員」の割合が 38.3％で最も高い。 

女性は「パート・アルバイト・派遣・期間従業員等」や「専業主婦・専業主夫」の割合が 63.3％

と高く、男性は「公務員・会社員・団体職員」の割合が 66.1％と高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6 

6.2 

38.3 

20.8 

19.5 

2.0 

9.5 

2.3 

0.8 

0.1 

5.1 

20.4 

30.7 

32.6 

1.6 

7.0 

2.4 

0.0 

1.2 

7.8 

66.1 

6.4 

0.2 

2.6 

13.6 

2.2 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

農林漁業

自営業・自由業・家業

公務員・会社員・団体職員

パート・アルバイト・派遣・期間従業員等

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

無回答

全体(1,271件) 女性(758件) 男性(501件)
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Ｆ４ 同居者 

 

回答者の同居者をみると、「同居の家族はいない（ひとり暮らし）」は 6.8％となっており、70％以

上が「配偶者・恋人」と同居している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ５ 経済状況 

世帯の経済状況については、どの年代も「やや余裕がある」が過半数を占める。また、「やや苦し

い」は 20～40％で、20代では他の世代と比べ「やや苦しい」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4 

11.9 

7.5 

7.2 

7.8 

13.1 

56.3 

50.0 

54.7 

56.8 

58.8 

59.4 

28.6 

37.5 

33.2 

30.0 

26.6 

22.8 

3.8 

0.6 

4.2 

4.8 

5.2 

3.1 

1.9 

0.0 

0.5 

1.2 

1.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

余裕がある やや余裕がある やや生活が苦しい 生活が苦しい 無回答

73.6 

20.0 

8.8 

33.5 

28.9 

6.1 

5.0 

6.8 

1.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

配偶者・恋人

あなたの親

配偶者・恋人の親

子ども（未成年）

子ども（成年）

兄弟姉妹

その他

同居の家族はいない（ひとり暮らし）

無回答

全体(1,271件)
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Ｆ６ 配偶者や恋人 

 

回答者の配偶者・恋人の有無についてみると、７割以上は「同居の配偶者がいる（内縁関係も含

む）」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ７ 配偶者や恋人の年齢 

 

配偶者や恋人の年齢をみると、「50 歳代」、「60 歳以上」が半数を占める結果となっている。「10

歳代・20歳代」は最も低く、8.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10歳代・20

歳代, 8.3％

30歳代, 

16.4％

40歳代, 

21.1％

50歳代, 

23.2％

60歳以上, 

27.8％

無回答, 

3.3％

全体(1,044件)

74.3 
1.1 

0.6 6.2 15.6 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

同居の配偶者がいる（内縁関係も含む）

別居の配偶者がいる

同棲している恋人がいる

同棲していないが特定の恋人がいる

配偶者や恋人はいない

無回答
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Ｆ８ 配偶者や恋人の職業 

 

配偶者や恋人の職業をみると、女性の配偶者や恋人は「公務員・会社員・団体職員」の割合が最

も高くなっている。一方、男性の配偶者や恋人は、「パート・アルバイト・派遣・期間従業員等」が

最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9 

7.3 

46.6 

16.0 

9.4 

0.9 

14.3 

1.6 

3.1 

0.6 

9.7 

64.9 

5.8 

1.2 

0.8 

12.2 

2.0 

2.8 

1.2 

3.2 

17.7 

32.3 

22.4 

1.0 

17.7 

1.0 

3.5 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

農林漁業

自営業・自由業・家業

公務員・会社員・団体職員

パート・アルバイト・派遣・期間従業員等

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

無回答

全体(1,044件) 女性(641件) 男性(402件)
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３ 調査の集計結果 

(１) 家庭における「男女のあり方」への考え方 
 

３－１ 「男女のあり方」への基本的な考え方 

問１ 以下の考え方について、あなたはどのようにお考えになりますか。A～E それぞ

れについてお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

A 「男は仕事、女は家庭」 

「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担に対する意識をみると、全体では「同感」・「どちら

かといえば同感」が 46.7％、「反対」・「どちらかといえば反対」が 51.9％で、同感・反対ともに半

数となっている。 

性別では、女性の方が「反対」・「どちらかといえば反対」の割合が高い結果となっている。また、

年代別では 20 歳代・および 60 歳代において「同感」・「どちらかといえば同感」の割合が他の年代

と比較してやや高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果のまとめ】 

・男性の方が、固定的な性別役割分担意識にとらわれている。 

・前回（５年前）の調査時より、男女ともにジェンダーにとらわれた意識が改善されつつある。 

・20歳代は、他の年代と比較して、固定的な性別役割分担意識が強い。 

図 1 「男は仕事、女は家庭」 

5.4 

3.3 

8.8 

6.0 

4.2 

4.8 

2.3 

9.7 

41.3 

37.2 

47.3 

44.0 

36.9 

38.8 

43.2 

42.5 

37.2 

41.0 

31.7 

40.5 

38.8 

37.6 

36.7 

35.0 

14.7 

17.0 

11.0 

8.9 

19.6 

16.8 

16.9 

10.6 

1.3 

1.5 

1.2 

0.6 

0.5 

2.0 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【性別】

女性(758件)

男性(501件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

同感 どちらかといえば同感

どちらかといえば反対 反対

無回答
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≪前回・全国比較≫ 

前回の調査と比較すると女性、男性ともに「男は仕事、女は家庭」という考え方に対して「同感」・

「どちらかといえば同感」の割合が低くなっており、５年間で性別役割分担の意識はやや改善して

いると言えるが、国の調査結果と比較すると男性はやや多くなっており、性別に関わらず「自分ら

しさ」を認めていける社会をめざし、さらに啓発を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 【前回・全国比較】 「男は仕事、女は家庭」 

3.3 

5.1 

12.4 

8.8 

11.7 

13.3 

37.2 

39.8 

36.0 

47.3 

49.1 

41.8 

41.0 

32.6 

30.4 

31.7 

25.7 

25.2 

17.0 

17.3 

18.4 

11.0 

10.9 

15.8 

1.5 

5.2 

2.8 

1.2 

2.7 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性】

今回(758件)

前回(648件)

国(1,601件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

国(1,432件)

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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B 男は「男らしく」、女は「女らしく」ふるまう 

「男は「男らしく」、女は「女らしく」ふるまう」という考え方についてみると、全体では「同感」・

「どちらかといえば同感」が 72.5％、「反対」・「どちらかといえば反対」が 26.0％となっている。 

性別でみると、女性は「反対」「どちらかといえば反対」が 32.4％に対し、男性は 16.6％と開き

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると男は「男らしく」、女は「女らしく」ふるまうという考え方に「同感」と

の割合が男女とも減り、特に男性では 10％以上減っているため、ジェンダーの意識が変化している

ことが認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 『男は「男らしく」、女は「女らしく」ふるまう』 

図 4 【前回比較】 『男は「男らしく」、女は「女らしく」ふるまう』 

18.8 

13.9 

26.3 

11.9 

14.5 

14.0 

19.8 

28.1 

53.7 

52.1 

56.3 

58.9 

50.9 

59.2 

52.3 

50.0 

18.4 

23.0 

12.0 

22.6 

25.7 

17.2 

17.2 

14.1 

7.6 

9.4 

4.6 

6.5 

8.4 

7.2 

9.4 

5.9 

1.4 

1.7 

0.8 

0.0 

0.5 

2.4 

1.3 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【性別】

女性(758件)

男性(501件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

同感 どちらかといえば同感

どちらかといえば反対 反対

無回答

13.9 

21.9

26.3 

37.0 

52.1 

47.8

56.3 

48.0 

23.0 

18.5

12.0 

9.2 

9.4 

6.5

4.6 

3.1 

1.7 

5.2

0.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性】

今回(758件)

前回(648件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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C 女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする 

 

「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする」という考え方についてみると、全体では

「同感」・「どちらかといえば同感」が 56.8％、「反対」・「どちらかといえば反対」が 41.8％となっ

ており、同感と考える割合がやや高い。 

性別では男性のほうが「同感」・「どちらかといえば同感」と考える割合が高い。また、年代別で

は 30 歳代、40 歳代は全体と比較して反対と考える割合が高いが、20 歳代は「同感」と考える割合

が特に高くなっている。 

女性の社会進出が進む中、仕事と家事・育児を両立するためには女性だけが努力するものではな

く、固定的な性別役割分担意識をなくし、男性の協力や社会全体で男女共同参画を進めていく必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする」 
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15.0 

17.9 
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14.6 

15.3 

43.5 

40.9 

48.3 

47.0 

43.9 

43.6 

43.5 

42.5 

33.4 

35.0 

30.7 

31.0 

37.4 

33.6 

33.4 

31.3 

8.4 

10.4 

5.0 

4.2 

8.4 

10.8 

7.8 

9.1 

1.3 

1.5 

1.0 

0.0 

0.9 

2.4 

0.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【性別】

女性(758件)

男性(501件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると女性、男性ともに「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする

という考え方に「同感」・「どちらかといえば同感」の割合がやや低くなっており、他の設問と同様、

性別の役割分担意識が徐々に改善されつつある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする」と男性の配偶者の仕事の有無≫ 

「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする」という考え方と、男性の配偶者が仕事を

している人としていない人で分けてみると、配偶者の仕事の有無にかかわらず、「同感」・「どちらか

といえば同感」が６割を占めている。 

つまり、配偶者の仕事の有無に関わらず、半数以上の男性は家事・育児を女性の役割ととらえて

いる。女性も男性も性別役割分担意識をなくし、仕事と家事・育児を分担・協力して自分らしい生

活を送ることができるように、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進していく必

要がある。 

 

13.9

14.5

48.4

46.1

30.9

32.7

6.7

4.8

0.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性：配偶者が仕事有

（223件）

男性：配偶者が仕事無

（165件）

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対

反対 無回答
 

 

 

図 6 【前回比較】 「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする」

※ 配偶者が仕事有：男性のうちＦ８で「農林漁業」、「自営業・自由業・家業」、「公務員・会社員・団体職員」、

「パート・アルバイト・派遣・期間従業員等」、「その他」と回答した人 

  配偶者が仕事無：男性のうちＦ８で「専業主婦・専業主夫」、「学生」、「無職」と回答した人 

図 7 「女性は仕事を持っても、家事・育児もきちんとする」と男性の配偶者の仕事の有無 

12.3 

18.2 

15.0 

20.3 

40.9 

39.5 

48.3 

54.4 

35.0 

27.3 

30.7 

19.1 

10.4 

9.1 

5.0 

3.9 

1.5 

5.9 

1.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性】

今回(758件)

前回(648件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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D 子どもは父親より母親が面倒をみる 

 

「子どもは父親より母親が面倒をみる」という考え方についてみると、「同感」・「どちらかといえ

ば同感」は 40.5％、「反対」・「どちらかといえば反対」が 58.0％となっており、反対と考える割合

が高い。 

「子どもは父親より母親が面倒をみる」に「同感」・「どちらかといえば同感」は女性が 36.6％、

男性が 46.9％となっており、性別による意識の差が大きい。 

年代別にみると子育て世代である 30 歳代が、「反対」・「どちらかといえば反対」と回答した割合

が特に高くなっている。しかし、年代が高くなるにつれ、子どもは父親より母親が面倒をみると考

える割合が高くなっている。子育てにおいては、「父親より母親が面倒をみる」という固定的な性別

役割分担意識を持つ人は少なくなってきているが、当事者だけではなく、親世代や周囲が理解を進

めていかないと子育ては女性の役割ということを強制しかねない。そのため、社会全体の意識を変

えることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 「子どもは父親より母親が面倒をみる」 
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40.9 

35.1 

27.6 

35.2 

40.6 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)
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女性(758件)

男性(501件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると女性、男性ともに「子どもは父親より母親が面倒をみる」という考え方

に対して「同感」・「どちらかといえば同感」の割合が大きく減少している。子どもの面倒をみるこ

とにおいては、固定的な性別役割分担意識が薄くなっていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 【前回比較】 「子どもは父親より母親が面倒をみる」 

2.4 

14.5

6.0 

12.7 

34.2 

43.1

40.9 

47.6 

42.5 

25.5

38.5 

26.7 

19.4 

11.3

13.2 

10.5 

1.6 

5.7

1.4 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性】

今回(758件)

前回(648件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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E 妻は夫の言うことに従う 

 

「妻は夫の言うことに従う」という考え方についてみると「同感」・「どちらかといえば同感」が

24.4％、「反対」・「どちらかといえば反対」が 73.8％となっており、反対と考える割合が特に高くな

っている。 

女性は「反対」・「どちらかといえば反対」と回答した割合が８割を超えるが、男性は６割にとど

まり、男女で大きな差がみられる。「妻は夫の言うことに従う」という男性優位の考え方は、ジェン

ダー意識にとらわれている人の象徴的な考え方であり、他の設問と比較しても特に男女の意識に差

がみられる。 

また年代が高くなるにつれ、「妻は夫の言うことに従う」という考えに「同感」・「どちらかといえ

ば同感」の割合が高くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 「妻は夫の言うことに従う」 
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同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると女性、男性ともに「妻は夫の言うことに従う」という考え方に「同感」・

「どちらかといえば同感」の割合が低下している。他の設問と同様、「妻は夫の言うことに従う」と

いう男性優位の考え方を持った人が少なくなってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 【前回比較】 「妻は夫の言うことに従う」 
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同感 どちらかといえば同感 どちらかといえば反対 反対 無回答
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(２) 法律・相談窓口についての認識 

 

 

３－２ ＤＶ防止法の認知度 

問２ あなたは「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（DV防止法）」

を知っていますか。（○は１つ） 

 

ＤＶ防止法の認知度をみると、全体では約２割が「法律があることも、その内容も知っている」

と回答している。「法律があることは知っているが、内容はよく知らない」と回答したのは約７割と

なっている。「法律があることも、その内容も知らなかった」は１割以下であった。 

「内容も知っている」と回答した割合は男性が特に高くなっている。 

年代別では、年代が上がるにつれて「内容も知っている」と回答する割合が高くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果のまとめ】 

・ＤＶ防止法を聞いたことがない人は全体の１割未満で国の調査の半分以下。 

・ＤＶ防止法の内容まで知っている人は女性が 16.6％、男性が 27.1％。 

・相談窓口の認知度は女性が 50.0％、男性が 37.9％。 

・５年前の調査から相談窓口の認知度は増加。 

図 12 「ＤＶ防止法の認知度」 
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法律があることも、その内容も知っている

法律があることは知っているが、内容はよく知らない

法律があることも、その内容も知らなかった

無回答
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≪前回・全国比較≫ 

前回の調査と比較すると、「法律があることも、その内容も知っている」と回答した割合が特に男

性で高くなっており、男性の認知が進んでいることが考えられる。 

国の調査と比較すると、男女ともに認知している割合が高い。また、国では「法律があることも、

その内容も知らなかった」と回答した人は男女ともに２割以上であったが、豊田市では約１割であ

り、ＤＶ防止法はある程度市民に周知しているものと考えられ、今後は内容の理解をより深めてい

くことが必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 【前回・全国比較】「ＤＶ防止法の認知度」 
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法律があることも、その内容も知っている
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法律があることも、その内容も知らなかった

無回答
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≪ＤＶ防止法の認知度と職業≫ 

職業別に、ＤＶ防止法の認知度を比較すると、「法律があることも、その内容も知っている」と回

答した割合は学生が 32.0％で最も高くなっている。一方、専業主婦・専業主夫は、「法律があること

も、その内容も知っている」と回答した割合が 15.7％で最も低くなっている。 

専業主婦・専業主夫等に対しても十分に情報が行き届くよう、啓発方法と内容を検討していく必

要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 「ＤＶ防止法の認知度と職業」 

28.6

20.3

23.0

18.5

15.7

32.0

21.5

34.5

71.4

74.7

68.6

72.5

73.0

68.0

69.4

65.5

0.0

5.1

7.8

8.3

10.5

0.0

7.4

0.0

0.0

0.0

0.6

0.8

0.8

0.0

1.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林漁業

(７件)

自営業・自由業・家業

(79件)

公務員・会社員・団体職員

(487件)

パート・アルバイト・派遣・期間従業員等
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法律があることも、その内容も知っている
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法律があることも、その内容も知らなかった

無回答
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３－３ 相談窓口の認知度 

問３ あなたは、豊田市に配偶者などからの暴力や、夫婦間・恋人間の問題について

相談できる窓口があることを知っていますか。（○は１つ） 

 

本市では、夫婦間・恋人間の暴力や問題について相談できる窓口は、豊田警察署、女性ではクロ

ーバーコール（※１）、男性ではメンズコール☆とよた（※２）など複数ある。このような相談窓口の認知

度についてみると、全体では「知っている」人は 45.2％、「知らない」人は 53.8％となっており、

約半数の人が相談窓口の存在を認知している。 

相談窓口を「知っている」人が女性では 50.0％、男性では 37.9％となっており、男女差がある。

年代別では、20 歳代、30 歳代において、「知っている」人の割合が低い。そのため、男性や若い世

代に対して相談の窓口を周知することが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 「相談窓口の認知度」 

【用語解説】 

（※１）クローバーコール ： 豊田市が開設する女性のための無料電話相談。専門の女性相談員が相談者に寄り添

い、情報提供や問題解決の支援を行っている。以下の日時に相談を受け付けている。 

・毎週火曜日・木曜日・金曜日・土曜日 午前 10時～午後 4時まで 

・毎週水曜日 午前 10時～午後 1時まで、午後 4時～午後 7時まで 

ＴＥＬ：３３－９６８０ 

 

（※２）メンズコール☆とよた：豊田市が開設する男性のための無料電話相談。専門の男性相談員が相談者に寄り添

い、情報提供や問題解決の支援を行っている。以下の日時に相談を受け付けている。 

・毎月第 2・第 4金曜日 午後 6時～午後 8時まで 

ＴＥＬ：３７－００３４ 
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60歳以上(320件)

知っている 知らない 無回答
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≪前回・全国比較≫ 

前回の調査と比較すると、相談できる窓口があることを「知っている」と回答した割合が女性で

は 36.9％から 50％と高くなっている。国と比較すると、女性の「知っている」割合は特に高く、相

談窓口への関心の高さや周知の効果が現れていると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回の男性の調査は「メンズコール☆とよた」の認知度を聞いているため、 

 比較対象としてコメントしない 

図 16 【前回・全国比較】 「相談窓口の認知度」 
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前回(648件)

国(1,751件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

国(1,542件)

知っている 知らない 無回答
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≪相談窓口の認知度と職業≫ 

相談窓口の認知度を職業別にみると、「自営業・自由業・家業」と「公務員・会社員・団体職員」

については「知らない」人が６割以上となっているが、「パート・アルバイト・派遣・期間従業員等」

と「専業主婦・専業主夫」では５割以下になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 「相談窓口の認知度と職業」 

71.4

39.2

38.4

53.6

50.4

24.0

46.3

62.1

28.6

60.8

61.2

45.7

48.4

76.0

50.4

37.9

0.0

0.0

0.4

0.8

1.2

0.0

3.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林漁業

(７件)

自営業・自由業・家業

(79件)

公務員・会社員・団体職員

(487件)

パート・アルバイト・派遣・期間従業員等

(265件)

専業主婦・専業主夫(248件)

学生(25件)

無職(121件)

その他(29件)

知っている 知らない 無回答
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(３) 夫婦・恋人間での態度・行為についての意識 

 

３－４ 暴力としての認識 

問４ 次のような行為が夫婦（事実婚や別居中を含む）や恋人の間で行われた場合、あ

なたはどう思いますか。（○は A～Q について１つずつ） 

 

暴力を身体的暴力、精神的暴力、経済的暴力、性的暴力に区分し、それぞれについてどのような

行為を暴力として認識するか把握した。それぞれの行為を「どんな場合も暴力にあたると思う」と

考えている人の割合で暴力の認識度を分析した。 

全体でみると、特に暴力の認識度が高い項目が、「足でける」「身体を傷つける可能性のあるもの

でなぐる」「いやがっているのに性的な行為を強要する」など直接身体に影響を及ぼすような行為で

ある。 

精神的暴力と経済的暴力は身体的暴力と性的暴力に比べて”暴力”であるとの認識が低い。 

【調査結果のまとめ】 

・身体的暴力や性的暴力のような身体に危害を加える行為は暴力としての認識度が高いが、精神的

暴力や経済的暴力のような身体に直接危害を加えない行為は、暴力としての認識度が低い。 

・精神的暴力や経済的暴力では、ジェンダー意識にとらわれている人ほど暴力としての認識度が低

い。 

・女性の方が、暴力としての認識度は高い。 

・国の調査結果よりも、暴力としての認識度は高い。 

・暴力にあたると思わない理由の上位は、「けがをするようなことではないから」（56.6％） 
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図 18 「暴力としての認識（全体）」 

60.8 

82.0 

95.7 

55.7 

37.9 

38.9 

43.9 

70.5 

51.5 

59.4 

84.3 

67.3 

26.0 

41.1 

76.1 

67.9 

66.8 

36.8 

16.4 

2.6 

39.5 

49.9 

48.9 

42.6 

24.0 

42.1 

34.5 

13.1 

23.8 

55.1 

39.7 

20.5 

25.3 

26.7 

0.9 

0.4 

0.4 

3.5 

10.8 

10.9 

11.4 

4.2 

5.0 

4.9 

1.4 

7.5 

17.2 

17.4 

2.1 

5.5 

5.3 

1.5 

1.2 

1.3 

1.3 

1.4 

1.3 

2.1 

1.3 

1.4 

1.3 

1.3 

1.4 

1.7 

1.7 

1.3 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手でうつ

Ｂ 足でける

Ｃ 身体を傷つける可能性のある物でなぐる

Ｄ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｅ 家具などの物にあたる

Ｆ 何を言っても無視し続ける

Ｇ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｈ 「役立たず」などとののしる

Ｉ 大声でどなる

Ｊ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｋ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ 収入や財産について何一つ教えない

Ｏ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｐ 見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

Ｑ 避妊に協力しない

どんな場合も暴力にあたると思う

暴力の場合とそうでない場合があると思う

暴力にあたると思わない

無回答

全体＝1,271件

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

経
済
的
暴
力 

性
的
暴
力 
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いずれの暴力についても”暴力”としての認識は女性の方が高い。特に精神的暴力・経済的暴力

において男女で捉え方の差が大きい。この差はジェンダー意識との関連が考えられ、男性の方がジ

ェンダー意識に捉われ、暴力に対する認識が低くなっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 「暴力としての認識（女性）」 

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

経
済
的
暴
力 

性
的
暴
力 

62.1 

81.5 

96.6 

58.6 

42.3 

40.9 

49.3 

75.9 

56.2 

63.7 

85.2 

71.8 

26.5 

45.9 

80.2 

72.0 

71.1 

36.5 

17.3 

2.1 

37.7 

48.0 

47.9 

39.8 

19.0 

38.3 

31.3 

12.4 

20.6 

56.6 

36.5 

16.8 

21.9 

23.0 

0.3 

0.1 

0.1 

2.5 

8.2 

9.8 

8.8 

4.0 

4.2 

3.7 

1.1 

6.2 

15.3 

16.1 

1.8 

4.9 

4.7 

1.1 

1.1 

1.2 

1.2 

1.5 

1.5 

2.0 

1.2 

1.3 

1.3 

1.3 

1.5 

1.6 

1.5 

1.2 

1.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手でうつ

Ｂ 足でける

Ｃ 身体を傷つける可能性のある物でなぐる

Ｄ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｅ 家具などの物にあたる

Ｆ 何を言っても無視し続ける

Ｇ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｈ 「役立たず」などとののしる

Ｉ 大声でどなる

Ｊ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｋ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ 収入や財産について何一つ教えない

Ｏ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｐ 見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

Ｑ 避妊に協力しない

どんな場合も暴力にあたると思う

暴力の場合とそうでない場合があると思う

暴力にあたると思わない

無回答

女性＝758件
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図 20 「暴力としての認識（男性）」 

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

経
済
的
暴
力 
性
的
暴
力 

59.1 

83.0 

94.8 

51.7 

31.7 

36.1 

36.3 

62.7 

44.7 

52.9 

83.0 

60.7 

25.1 

34.3 

70.1 

62.3 

60.7 

37.5 

15.4 

3.4 

42.5 

52.7 

50.3 

46.5 

31.5 

47.9 

39.7 

14.4 

29.1 

53.5 

44.1 

26.5 

30.3 

32.3 

1.8 

0.8 

0.8 

5.0 

14.8 

12.8 

15.4 

4.8 

6.2 

6.6 

1.8 

9.4 

20.2 

19.8 

2.6 

6.6 

6.2 

1.6 

0.8 

1.0 

0.8 

0.8 

0.8 

1.8 

1.0 

1.2 

0.8 

0.8 

0.8 

1.2 

1.8 

0.8 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手でうつ

Ｂ 足でける

Ｃ 身体を傷つける可能性のある物でなぐる

Ｄ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｅ 家具などの物にあたる

Ｆ 何を言っても無視し続ける

Ｇ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｈ 「役立たず」などとののしる

Ｉ 大声でどなる

Ｊ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｋ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ 収入や財産について何一つ教えない

Ｏ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｐ 見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

Ｑ 避妊に協力しない

どんな場合も暴力にあたると思う

暴力の場合とそうでない場合があると思う

暴力にあたると思わない

無回答

男性＝508件
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≪全国比較≫ 

「何を言っても長時間無視し続ける」以外の全ての設問で「どんな場合も暴力にあたると思う」

と回答した割合は全国平均よりも高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 【全国比較】 「暴力としての認識（全体）」 

60.8 

59.6 

82.0 

79.5 

95.7 

93.1 

55.7 

52.3 

76.1 

72.0 

67.9 

55.7 

38.9 

44.5 

43.9 

39.8 

70.5 

49.7 

51.5 

41.2 

36.8 

34.5 

16.4 

15.8 

2.6 

3.1 

39.5 

36.3 

20.5 

21.0 

25.3 

29.1 

48.9 

37.6 

42.6 

40.1 

24.0 

34.8 

42.1 

45.1 

0.9 

2.6 

0.4 

1.4 

0.4 

1.1 

3.5 

7.5 

2.1 

3.3 

5.5 

11.1 

10.9 

14.1 

11.4 

16.0 

4.2 

11.5 

5.0 

10.8 

1.5 

3.3 

1.2 

3.3 

1.3 

2.7 

1.3 

4.0 

1.3 

3.7 

1.3 

4.2 

1.3 

3.8 

2.1 

4.1 

1.3 

4.1 

1.4 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【平手でうつ】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【足でける】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【身体を傷つける可能性のある物でなぐる】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【なぐるふりをして、おどす】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【いやがっているのに性的な行為を強要する】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【何を言っても長時間無視し続ける】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【交友関係や電話を細かく監視する】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【「役立たず」などとののしる】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

【大声でどなる】

豊田市(1,271件)

国(3,293件)

どんな場合も暴力にあたると思う

暴力の場合とそうでない場合があると思う

暴力にあたると思わない

無回答
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≪暴力としての認識とジェンダー意識≫ 

 

一般に、配偶者・恋人間での暴力の背景にはジェンダー意識が関係すると言われている。特に男

性から女性に対する暴力は、ジェンダー意識にとらわれ男性優位の考え方に起因することが多いと

考えられる。さらにジェンダー意識にとらわれている女性は、「女性は男性に従うもの」と考えてい

るため、夫や恋人から暴力をふるわれたとしても、それを“暴力”として認識していないと考えら

れる。 

このような視点から、ジェンダー意識の有無が暴力の認識にどのように影響するかをみるために

分析を行った。 

次頁の図は、「妻は夫の言うことに従う」に賛成だった人と反対だった人を区分し、問４で「どん

な場合でも暴力にあたると思う」と回答した割合を示している。 

すべての設問において「妻は夫の言うことに従う」ことに賛成の人の方が「どんな場合でも暴力

にあたると思う」と回答した割合が低い。精神的暴力や経済的暴力など、直接的に命の危険に結び

つかない暴力は特に大きな差が開いており、ジェンダー意識の違いが暴力の認識に大きく影響して

いることがわかる。 
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図 22 「暴力としての認識とジェンダー意識」（どんな場合でも暴力にあたると思うと回答した割合） 

※「妻は夫の言うことに従う」に賛成：問１のＥ「妻は夫の言うことに従う」に「同感」または「どちらかとい

えば同感」と回答した人 

 「妻は夫の言うことに従う」に反対：問１のＥ「妻は夫の言うことに従う」に「反対」または「どちらかとい

えば反対」と回答した人 

 

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

経
済
的
暴
力 
性
的
暴
力 

55.3 

78.5 

94.2 

44.7 

31.5 

32.2 

32.5 

57.6 

42.1 

51.1 

76.2 

57.2 

17.0 

30.5 

65.0 

58.5 

59.2 

63.1 

83.9 

97.1 

59.8 

40.4 

41.6 

48.2 

75.7 

55.2 

62.9 

87.6 

71.4 

29.3 

45.3 

80.6 

71.9 

70.5 

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％

Ａ 平手でうつ

Ｂ 足でける

Ｃ 身体を傷つける可能性のある物でなぐる

Ｄ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｅ 家具などの物にあたる

Ｆ 何を言っても無視し続ける

Ｇ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｈ 「役立たず」などとののしる

Ｉ 大声でどなる

Ｊ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｋ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ 収入や財産について何一つ教えない

Ｏ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｐ 見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

Ｑ 避妊に協力しない

「妻は夫の言うことに従う」に賛成(311件)

「妻は夫の言うことに従う」に反対(938件)
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≪暴力としての認識とＤＶ防止法の認知度≫ 

 

ＤＶ防止法の内容の理解度により、暴力の認識に差がみられるか分析した。ＤＶ防止法について

「法律があることもその内容も知っている」と回答した人は、ほとんどの設問において「どんな場

合も暴力にあたる」と回答した割合が高く、ＤＶ防止法の内容をよく理解している人は、暴力の認

識も高いと言える。特に「『役立たず』などとののしる」や「大声でどなる」などの精神的暴力に対

する認識で、顕著な差がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23 「暴力としての認識とＤＶ防止法の認知度（１）」（どんな場合でも暴力にあたると思うと回答した割合） 

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

67.8

84.8

95.8

60.2

41.3

44.3

47.0

78.8

60.6

67.0

84.5

59.4

82.1

96.3

54.6

36.9

37.9

44.0

69.2

49.6

57.7

84.9

60.6

79.8

97.0

58.6

41.4

36.4

38.4

66.7

49.5

59.6

85.9

0 20 40 60 80 100

Ａ 平手でうつ

Ｂ 足でける

Ｃ 身体を傷つける可能性のある物でなぐる

Ｄ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｅ 家具などの物にあたる

Ｆ 何を言っても無視し続ける

Ｇ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｈ 「役立たず」などとののしる

Ｉ 大声でどなる

Ｊ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｋ 子どもにやつあたりする

法律があることも、その内容も知っている（264件）

法律があることは知っているが、内容はよく知らない（898件）

法律があることも、その内容も知らなかった（99件）

全体＝1,271件
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図 24 「暴力としての認識とＤＶ防止法の認知度（２）」（どんな場合でも暴力にあたると思うと回答した割合） 

経
済
的
暴
力 

性
的
暴
力 

72.3

34.5

48.9

78.8

70.5

67.4

66.8

23.4

39.2

75.5

67.9

67.6

63.6

29.3

41.4

79.8

65.7

63.6

0 20 40 60 80 100

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ 収入や財産について何一つ教えない

Ｏ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｐ 見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

Ｑ 避妊に協力しない

法律があることも、その内容も知っている（264件）

法律があることは知っているが、内容はよく知らない（898件）

法律があることも、その内容も知らなかった（99件）

全体＝1,271件
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３－５ 暴力にあたると思わない理由 

問５ 暴力にあたると思わない理由は何ですか。ご自分の意見に近いものをお選びく

ださい。（○はいくつでも） 

【問４で「暴力にあたると思わない」に１つでも回答した方のみ】 

問４で挙げた行為のうち、一つでも「暴力にあたると思わない」と回答した人にその理由を聞く

と、男女ともに「けがをするようなことではないから」と回答した割合が最も高く、次いで「夫婦

間・恋人間なら多少のことは問題ないと思うから」の順となっている。夫婦間ではけがをするよう

なことでない行為は暴力としてとらえられず、暴力についての意識が低い。 

また、「夫婦間・恋人間なら多少のことは問題ないと思うから」の割合は、若い年代では回答率が

低いが、「50 歳代」や「60 歳代」では特に割合が高くなっている。 

「その他」として記載された具体的な意見をみると、「身体を傷つけることでなければ暴力とは言

わない」、「経済的なことは関係ない」など、暴力について正しく理解していない意見がみられた。 

暴力についての正しい理解や暴力と認識できるための啓発が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見 

・身体を傷つけることでなければ暴力にはあたらない。 

・対等な立場でのケンカであるため、暴力ではない。 

・経済的なことは暴力とは関係ないのではないか。 

・状況によってとらえ方が変わると思う。 など、計 99 件 

※意味を損なわない程度に編集して掲載 

図 25 「暴力にあたると思わない理由」 

43.2 

56.6 

1.9 

3.2 

21.4 

2.4 

44.3 

62.9 

1.4 

3.6 

19.9 

1.4 

41.8 

49.7 

2.6 

2.6 

22.8 

3.7 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

夫婦間・恋人間なら多少のことは

問題ないと思うから

けがをするようなことではないから

自分の両親も同じことを行っていたから

家計を支えている人が偉いから

その他

無回答

全体(412件) 女性(221件) 男性(189件)
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表 1 年代別「暴力にあたると思わない理由」 

（％）
夫

婦

間

・
恋

人

間

な
ら

多

少
の

こ

と

は

問
題

な

い

と
思

う

か
ら

け

が

を

す
る

よ

う

な
こ

と

で
は

な

い

か

ら

自

分

の

両
親

も

同

じ
こ

と

を

行
っ

て

い
た

か

ら

家

計

を

支
え

て

い

る
人

が

偉
い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体(412件) 43.2 56.6 1.9 3.2 21.4 2.4
【年代別】　　　

20歳代(57件) 36.8 54.4 3.5 1.8 22.8 0.0

30歳代(76件) 31.6 59.2 5.3 2.6 25.0 2.6
40歳代(76件) 25.0 53.9 2.6 3.9 28.9 5.3

50歳代(97件) 48.5 62.9 0.0 4.1 18.6 0.0

60歳以上(104件) 63.5 52.9 0.0 2.9 14.4 3.8
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(４) 配偶者からあなたが受けた行為について 

【調査結果のまとめ】 

・身体的暴力を受けたことがある人は全体の 20.8％、精神的暴力・経済的暴力は 16.8％、性的暴力

は 13.0％。 

・暴力を受けたことのある女性の割合は、５年前の調査と比較すると減少。 

・暴力を受けている人は、多種類の暴力を受けている。 

・暴力の頻度と、「首を絞める」、「生活費を渡さない」という行為が深刻度に影響していると言える。

・女性の 51.8％、男性の 76.2％が暴力を受けたことについて相談しなかった。 

・公的な相談窓口の利用は１割未満。 

３－６ 婚姻状況 

問６ あなたは現在、結婚（婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦も含む）して

いますか。 

 

配偶者等からの暴力の被害実態を分析するため、現在の婚姻状況について聞いた。全体で「未婚」

は 15.5％、「既婚」は 71.1％であった。 

性別では大きな差異はなく、20歳代の約６割、30歳代の約２割、40 歳代の約１割が「未婚」の状

況であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 「婚姻状況」 

15.5 

13.3 

19.2 

68.5 

20.6 

10.4 

3.2 

0.6 

71.1 

72.8 

68.9 

29.2 

70.1 

80.8 

82.1 

75.6 

5.6 

6.3 

4.6 

1.8 

5.1 

4.8 

6.2 

8.1 

7.8 

7.5 

7.4 

0.6 

4.2 

4.0 

8.4 

15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【性別】

女性(758件)

男性(501件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

未婚（結婚したことはない）

既婚（現在、夫又は妻がいる）

離別（離婚した、結婚していたが相手が亡くなった など）

無回答
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３－７ 暴力の被害経験 

問７ あなたはこれまでに、配偶者（事実婚や別居中を含む）や恋人から次のようなこ

とをされたことがありますか。（○はそれぞれ１つ） 

【問６で「既婚」、「離別」に回答した方のみ】 

 

① なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対

する暴行を受けた 

 

全体では「何度もあった」が 3.9％、「1、2度あった」が 16.9％となっており、約２割の人が身体

的暴力の被害経験があった。 

性別では、身体的暴力の被害経験がある人は女性が 22.0％、男性が 18.8％で、ＤＶ被害者は女性

に限らず男性にも一定数存在することがわかる。 

年代別にみると、身体的暴力の被害経験がある人は 20歳代では約１割だが、30 歳代以降ではいず

れも２割を超える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 「身体的暴力の被害経験」 

3.9 

4.3 

3.3 

3.8 

7.5 

4.2 

2.6 

3.0 

16.9 

17.7 

15.5 

7.7 

14.3 

16.8 

19.5 

17.5 

78.1 

77.2 

79.9 

88.5 

78.3 

79.0 

76.5 

77.2 

1.1 

0.8 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(975件)

【性別】

女性(600件)

男性(368件)

【年代別】

20歳代(52件)

30歳代(161件)

40歳代(214件)

50歳代(272件)

60歳以上(268件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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② 人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせ

を受けた。あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのでなはい

かと恐怖を感じるような脅迫を受けた 

 

暴言や監視などの精神的暴力・経済的暴力の被害経験の有無について、全体では「何度もあった」

が 5.0％、「1、2 度あった」が 11.8％となっており、約２割弱が精神的暴力・経済的暴力の被害経験

があった。 

性別では、精神的暴力・経済的暴力の被害経験がある人は女性が 17.3％、男性が 15.7％となって

いる。 

年代別では、特に 30 歳代において精神的暴力・経済的暴力の被害経験がある人の割合が高く、

21.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 「精神的暴力・経済的暴力の被害経験」 

5.0 

6.3 

2.7 
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11.8 

11.0 

13.0 

13.5 

13.0 

12.1 

12.1 

10.1 

81.3 

81.2 

82.3 

84.6 

78.9 

82.7 

81.6 

81.7 

1.8 

1.5 

1.9 

1.9 

0.0 

0.5 

1.1 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(975件)

【性別】

女性(600件)

男性(368件)

【年代別】

20歳代(52件)

30歳代(161件)

40歳代(214件)

50歳代(272件)

60歳以上(268件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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③ いやがっているのに性的な行為を強要された 

 

性的行為を強要されるなどの性的暴力の被害経験の有無についてみると、全体では「何度もあっ

た」が 3.7％、「1、2 度あった」が 9.3％となっており、１割強の人が性的暴力の被害経験があった。 

特に女性の方が被害経験がある人の割合が 18.6％と高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 「性的暴力の被害経験」 

3.7 

5.8 

0.3 

0.0 

5.0 

2.8 

4.4 

3.7 

9.3 

12.8 

3.5 

9.6 

7.5 

9.8 

7.7 

11.6 

84.7 

79.5 

93.8 

88.5 

87.6 

86.4 

86.4 

79.9 

2.3 

1.8 

2.4 

1.9 

0.0 

0.9 

1.5 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(975件)

【性別】

女性(600件)

男性(368件)

【年代別】

20歳代(52件)

30歳代(161件)

40歳代(214件)

50歳代(272件)

60歳以上(268件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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4.3 

5.9 

6.2 

6.3 

5.1 

6.7 

5.8 

7.3 

4.6 

17.7 

24.7 

19.7 

11.0 

14.8 

11.1 

12.8 

17.7 

9.5 

77.2 

62.5 

72.2 

81.2 

71.9 

78.2 

79.5 

67.4 

81.2 

0.8 

6.9 

1.9 

1.5 

8.2 

4.0 

1.8 

7.6 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【身体的暴力】

今回(600件)

前回(648件)

国(1,403件)

【精神的暴力・経済的暴力】

今回(600件)

前回(648件)

国(1,403件)

【性的暴力】

今回(600件)

前回(648件)

国(1,403件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

女性

≪前回・全国比較≫ 

身体的暴力、精神的暴力・経済的暴力、性的暴力の被害実態を前回調査と比較すると、それぞれ

において、「被害経験のある人（「何度もある」+「１、２度ある」）の割合が少なくなっている。身

体的暴力 8.6％、精神的暴力・経済的暴力は 2.6％、性的暴力は 6.4％減少している。 

国の調査と比較すると、前回調査では、身体的暴力、精神的暴力・経済的暴力、性的暴力のすべ

ての項目において全国平均より被害の割合が高かったが、今回は、身体的暴力、精神的暴力・経済

的暴力について被害の割合は全国平均よりも低い、もしくは同程度となっている。しかし、性的暴

力は被害の割合が全国平均よりも高くなっていることから、性的暴力の抑止に必要な啓発・取組に

ついて、さらに調査・検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30 【前回・全国比較】「各暴力の被害経験」 
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≪暴力の重複≫ 

問７の身体的暴力・精神的暴力・経済的暴力・性的暴力で「何度もあった」・「１、２度あった」

と回答した人の暴力の種類の重複状況を分析した。 

女性では、身体的暴力・精神的暴力・経済的暴力・性的暴力の４種類の暴力を受けている人の割

合が最も高くなっている。いずれかの暴力を重複して受けている人の割合を合計すると、全体の

32.3％となる。ＤＶ被害を受けている人は、多種類の暴力を受けていることが分かる。早期発見か

ら相談に繋げ、それぞれの暴力が深刻化する前に支援・保護できるように体制を整えていく必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8％ 

7.7％ 

3.0％ 3.2％ 

7.5％ 

3.3％ 4.8％ 

被害経験無し

65.7％

図 31 「暴力の重複状況」 

女性（758 件） 

0.3％ 

2.4％ 

7.6％ 0.5％ 

7.9％ 

5.4％ 0.5％ 

被害経験無し

72.6％

男性（501 件） 

無回答 

2.0％ 

無回答 

2.7％ 

※図内の割合は、問７の各設問で「何度もあった」・「１、２度あった」と回答した人の割合 

 領域が重複している部分が、それぞれの暴力で「何度もあった」・「１、２度あった」と回答した人の割合 

身体的暴力

精神的暴力 
・ 

経済的暴力 性的暴力 

身体的暴力

性的暴力 

精神的暴力 
・ 

経済的暴力 
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３－８ 具体的な暴力の被害経験 

問８ 具体的に次のような行為をされたことがありますか。（○はＡ～Ｑについて１つ

ずつ） 

【問７で「何度もあった」「１、２度あった」いずれかに１つでも回答した方のみ】 

暴力の被害経験がある人に、具体的にどのような暴力を受けたのかを尋ねたところ、身体的暴力

では「なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす」、「物を投げつける」の被害経験がある人

の割合が高かった。 

精神的暴力では、「大声でどなる」の被害経験がある人の割合が特に高く、「何度もあった」、「１、

２度あった」を合わせて約７割だった。 

性的暴力では、「いやがっているのに性的な行為を強要する」の被害経験がある人の割合が高く、

「何度もあった」、「１、２度あった」を合わせて４割強の割合となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 32 「具体的な暴力の実態（全体）」 

身
体
的
暴
力 
精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 

そ
の
他 

経
済
的
暴
力 

6.1 

7.0 

14.3 

11.6 

1.2 

16.4 

17.6 

5.8 

13.1 

30.4 

16.7 

12.8 

6.4 

3.6 

11.2 

4.6 

3.3 

29.5 

22.2 

29.8 

33.7 

6.4 

40.1 

35.6 

17.6 

23.1 

38.0 

29.5 

26.1 

4.9 

15.2 

30.4 

13.1 

2.7 

58.4 

66.0 

50.2 

49.5 

86.0 

37.4 

41.0 

71.4 

57.8 

26.7 

47.7 

55.0 

83.0 

74.5 

52.9 

76.0 

18.5 

6.1 

4.9 

5.8 

5.2 

6.4 

6.1 

5.8 

5.2 

6.1 

4.9 

6.1 

6.1 

5.8 

6.7 

5.5 

6.4 

75.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手で打つ

Ｂ 足でける

Ｃ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｄ 物を投げつける

Ｅ 首を絞める

Ｆ 家具などの物にあたる

Ｇ 何を言っても無視し続ける

Ｈ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｉ 「役立たず」などとののしる

Ｊ 大声でどなる

Ｋ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｐ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｏ 避妊に協力しない

Ｑ その他

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

全体＝329件
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身体的暴力では「平手で打つ」や「足でける」、「物を投げつける」などの被害経験のある人の割

合は男性の方が高い。 

精神的暴力は、女性では「家具などの物にあたる」、「大声でどなる」の割合が高く、男性では「何

を言っても無視し続ける」、「大声でどなる」が高くなっている。 

性的暴力は、被害を受けた人はほとんどが女性である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 「具体的な暴力の実態（女性）」 
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1.8 

18.9 

18.5 
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15.8 

36.5 

20.3 

15.8 

8.6 

4.5 

16.7 

6.8 

4.5 

27.9 

18.5 

29.7 

31.5 

6.3 

41.0 

32.0 

18.5 

24.8 

35.6 

27.9 

27.0 

5.0 

19.8 

39.2 

16.7 

3.6 

59.9 

68.9 

48.2 

51.8 

85.6 

34.2 

43.7 

69.8 

53.6 

23.0 

45.9 

50.9 

81.5 

69.4 

39.6 

70.7 

15.3 

5.9 

5.0 

5.4 

5.0 

6.3 

5.9 

5.9 

5.4 

5.9 

5.0 

5.9 

6.3 

5.0 

6.3 

4.5 

5.9 

76.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手で打つ

Ｂ 足でける

Ｃ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｄ 物を投げつける

Ｅ 首を絞める

Ｆ 家具などの物にあたる

Ｇ 何を言っても無視し続ける

Ｈ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｉ 「役立たず」などとののしる

Ｊ 大声でどなる

Ｋ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｐ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｏ 避妊に協力しない

Ｑ その他

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

女性＝222件

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 

そ
の
他 

経
済
的
暴
力 
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図 34 「具体的な暴力の実態（男性）」 
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43.6 

14.9 

18.8 

43.6 

31.7 

23.8 

5.0 

5.0 

10.9 

4.0 

1.0 

53.5 

58.4 

53.5 

42.6 

86.1 

41.6 

34.7 

75.2 

67.3 

33.7 

51.5 

64.4 

86.1 

85.1 

81.2 

88.1 

25.7 

6.9 

5.0 

6.9 

5.9 

6.9 

6.9 

5.9 

5.0 

6.9 

5.0 

6.9 

5.9 

7.9 

7.9 

7.9 

7.9 

72.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手で打つ

Ｂ 足でける

Ｃ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｄ 物を投げつける

Ｅ 首を絞める

Ｆ 家具などの物にあたる

Ｇ 何を言っても無視し続ける

Ｈ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｉ 「役立たず」などとののしる

Ｊ 大声でどなる

Ｋ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｐ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｏ 避妊に協力しない

Ｑ その他

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

男性＝101件

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 

そ
の
他 

経
済
的
暴
力 
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40.4 

38.3 

46.5 

45.5 

35.2 

36.1 

45.1 

42.7 

19.5 

17.6 

23.8 

27.3 

16.7 

23.6 

17.6 

18.8 

18.8 

20.3 

15.8 

9.1 

25.9 

15.3 

14.3 

22.9 

10.0 

11.3 

6.9 

18.2 

11.1 

15.3 

8.8 

5.2 

8.8 

10.8 

4.0 

0.0 

9.3 

8.3 

11.0 

8.3 

2.4 

1.8 

3.0 

0.0 

1.9 

1.4 

3.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(329件)

【性別】

女性(222件)

男性(101件)

【年代別】

20歳代(11件)

30歳代(54件)

40歳代(72件)

50歳代(91件)

60歳以上(96件)

１（あまり深刻だと感じない）

２

３

４

５（非常に深刻だと感じる）

無回答

３－９ 暴力の深刻度 

問９ あなたが受けた暴力は、どの程度深刻なものだと感じていますか。「あまり深刻

だと感じない」場合を１、「非常に深刻だと感じる」場合を５として該当する数字

に○をつけてください。 

【問７で「何度もあった」「１、２度あった」いずれかに１つでも回答した方のみ】 

 

ＤＶの被害実態は暴力の経験の有り無しで判断できるが、自身が受けた暴力をどの程度深刻であ

ると考えているのかについて調査し、５段階で把握した。 

全体では約４割が「１（あまり深刻だと感じない）」と回答しているが、「４」や「５（非常に深

刻だと感じる）」などの深刻な暴力だと考えている人は全体の約２割となっている。 

また、男性では経験した暴力についてあまり深刻だと感じていない人が多いが、女性は深刻だと

感じている人が多い。 

年代別では、20 歳代は深刻だと感じている人が少ないが、30 歳代以降では深刻度が「３」、「４」、

「５（非常に深刻だと感じる）」の割合が高くなり、自身が受けた暴力を深刻だと感じている人が多

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35 「暴力の深刻度」 
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３－10 暴力を受けたあとの対応 

問 10 あなたは、問８Ａ～Ｑの行為を受けたあと、どうしましたか。（○は１つ） 

【問７で「何度もあった」「１、２度あった」いずれかに１つでも回答した方のみ】 

 

暴力を受けたあとの配偶者との関係については、全体では「相手と別れた」人は 8.5％、「別れた

い（別れよう）とは思わなかった」人が 44.7％、「別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなか

った」人が 37.1％となっている。 

女性は男性より「別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなかった」と回答した割合が高い。

これは、問 11の結果から男女の経済格差や女性の自立の難しさが原因のひとつと推測できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36 「暴力を受けたあとの対応」 

8.5 

9.9 

5.9 

27.3 

7.4 

5.6 

11.0 

7.3 

44.7 

37.8 

57.4 

54.5 

44.4 

50.0 

35.2 

46.9 

37.1 

43.2 

24.8 

18.2 

42.6 

41.7 

40.7 

30.2 

9.7 

9.0 

11.9 

0.0 

5.6 

2.8 

13.2 

15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(329件)

【性別】

女性(222件)

男性(101件)

【年代別】

20歳代(11件)

30歳代(54件)

40歳代(72件)

50歳代(91件)

60歳以上(96件)

相手と別れた 別れたい（別れよう）とは思わなかった

別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなかった 無回答
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≪暴力を受けたあとの対応と職業≫ 

職業別に暴力を受けたあとの対応をみると、「パート・アルバイト・派遣・期間従業員等」と「専

業主婦・専業主夫」では、「別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなかった」と回答した割合

が特に高くなっている。定職に就いていなかったり、仕事を持たない人は暴力を受けても別れづら

いことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 37 「暴力を受けたあとの対応と職業」 

0.0

9.1

11.1

7.7

2.8

17.6

0.0

100.0

36.4

51.9

37.2

39.4

47.1

50.0

0.0

31.8

27.8

47.4

47.9

0.0

29.4

30.0

0.0

22.7

9.3

7.7

9.9

5.9

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林漁業

(1件)

自営業・自由業・家業

(22件)

公務員・会社員・団体職員

(108件)

パート・アルバイト・派遣・期間従業員等

(78件)

専業主婦・専業主夫(71件)

学生(0件)

無職(34件)

その他(10件)

相手と別れた

別れたい（別れよう）とは思わなかった

別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなかった

無回答
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３－11 別れられなかった理由 

問 11 あなたが、相手と別れられなかった最も大きな理由は何ですか。（○は１つ） 

【問 10 で「別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなかった」と回答した方のみ】 

別れたくても別れられない理由については、「子どものためには一緒に居たほうがいいと思ったか

ら」と回答した割合が男女ともに特に高くなっている。子どもがいる家庭では、暴力を受けても子

どものために別れない選択をする傾向があるため、暴力が深刻化しないように早期発見し、相談・

支援に繋げていくことが必要である。 

また、女性では「経済的な不安があったから」と回答した割合が高く、女性が別れたくても別れ

られない大きな理由として経済的な要因も考えられる。 

一方、男性では「世間体を気にしたから」と回答した割合が高く、周りからの目を気にする傾向

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 38 「別れられなかった理由」 

41.8 

23.0 

10.7 

7.4 

4.1 

4.1 

3.3 

5.7 

41.7 

27.1 

7.3 

5.2 

3.1 

5.2 

4.2 

6.3 

44.0 

4.0 

24.0 

16.0 

8.0 

0.0 

0.0 

4.0 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

子どものためには

一緒に居たほうがいいと思ったから

経済的な不安があったから

世間体を気にしたから

相手が別れることに同意しなかったから

相手には自分が必要だと思ったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

相手の反応が怖かったから

その他

全体(122件) 女性(96件) 男性(25件)
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表 2 年代別「別れられなかった理由」 

（％）
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相
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応

が
怖

か
っ

た
か

ら そ
の

他

全体(122件) 41.8 23.0 10.7 7.4 4.1 4.1 3.3 5.7

【年代別】　　　

20歳代(2件) 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
30歳代(23件) 34.8 21.7 13.0 8.7 8.7 4.3 0.0 8.7

40歳代(30件) 36.7 26.7 0.0 16.7 3.3 10.0 0.0 6.7

50歳代(37件) 51.4 18.9 13.5 0.0 2.7 2.7 8.1 2.7

60歳以上(29件) 37.9 24.1 17.2 6.9 3.4 0.0 3.4 6.9
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３－12 相談の有無 

問 12 あなたが受けた行為について、だれ（どこ）かに打ち明けたり、相談したりし

ましたか。（○は１つ） 

【問 10 で「別れたい（別れよう）と思ったが、別れられなかった」と回答した方のみ】 

 

暴力の被害経験がある人に、受けた暴力に関する相談の有無を聞いたところ、全体で「相談した」

人は 29.5％、「だれ（どこ）にも相談しなかった」人は 59.6％であった。被害を受けた人のうち相

談する人は、約３割程度である。 

性別にみると、女性の４割弱は相談したことがあるのに対し、男性は約１割となっており、受け

た暴力に関する相談をしない人が男性には多い。 

30・40 代では相談する人の割合が多いものの、どの年代も過半数がどこにも相談していない。Ｄ

Ｖは個人や家庭の問題と捉えているとも考えられるため、ジェンダーや男女格差から起こる社会的

な問題であることを周知する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 39 「相談の有無」 

29.5 

37.8 

10.9 

27.3 

42.6 

38.9 

25.3 

19.8 

59.6 

51.8 

76.2 

72.7 

48.1 

55.6 

63.7 

62.5 

10.9 

10.4 

12.9 

0.0 

9.3 

5.6 

11.0 

17.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(329件)

【性別】

女性(222件)

男性(101件)

【年代別】

20歳代(11件)

30歳代(54件)

40歳代(72件)

50歳代(91件)

60歳以上(96件)

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 無回答
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≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると、女性、男性ともに「相談した」人がやや多くなっているものの、まだ

半数以上がだれ（どこ）にも相談していない。今後もＤＶに関する意識啓発や相談窓口の周知を図

り、相談しやすい環境を作っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪深刻度と相談の有無≫ 

暴力の深刻度が相談の有無に影響するか検証したところ、暴力の深刻度が高い人ほど相談をして

いることがわかる。深刻度５と回答した人では、半数以上がだれ（どこ）かに相談している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査の結果は、前回調査に合わせ、無回答を除外して再集計している 

図 40 【前回比較】 「相談の有無」 

図 41 「深刻度と相談の有無」 

42.2 

38.5 

12.5 

6.6 

57.8 

61.5 

87.5 

93.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性】

今回(758件)

前回(648件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 無回答

18.0 

25.0 

38.7 

45.5 

58.6 

71.4 

64.1 

53.2 

45.5 

37.9 

10.5 

10.9 

8.1 

9.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

深刻度１(133件)

深刻度２(64件)

深刻度３(62件)

深刻度４(33件)

深刻度５(29件)

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 無回答

あまり深刻だと感じない 

 

 

 

 

 

 

 

非常に深刻だと感じる 
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≪暴力の種類と相談の有無≫ 

暴力の種類・頻度で相談の有無についてみると、精神的暴力・経済的暴力が何度もあった人は、

約半数の人が相談している。精神的暴力・経済的暴力は、比較的だれ（どこ）かに相談しやすいこ

とが考えられる。一方、身体的暴力では「１、２度あった」人は、だれ（どこ）にも相談しなかっ

た人が 66.1％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 42 「暴力の種類と相談の有無」 

39.5

26.1

46.9

36.5

38.9

40.7

50.0

66.1

44.9

60.9

52.8

53.8

10.5

7.9

8.2

2.6

8.3

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【身体的暴力】

何度もあった(38件)

１、２度あった(165件)

【精神的暴力・経済的暴力】

何度もあった(49件)

１、２度あった(115件)

【性的暴力】

何度もあった(36件)

１、２度あった(91件)

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 無回答
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３－13 相談先 

問 13 実際にだれ（どこ）に打ち明けたり相談したりしましたか。（○はいくつでも） 

【問 12 で「相談した」と回答した方のみ】 

 

具体的な相談先については、「家族・親戚」、「友人・知人」がほとんどを占めており、公的な相談

窓口への相談は１割に満たない結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 43 「相談先」 

71.1 

61.9 
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4.1 

3.1 

3.1 
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1.0 

4.1 

72.6 

59.5 

7.1 

3.6 

3.6 

2.4 

2.4 

1.2 

3.6 

63.6 

72.7 

9.1 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

9.1 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

家族・親戚

友人・知人

民間の専門家や専門機関、相談機関

市役所

警察

医療関係者

愛知県女性相談センター

クローバーコール、メンズコール☆とよた

その他

全体(329件) 女性(222件) 男性(101件)
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全体(329件) 71.1 61.9 7.2 4.1 3.1 3.1 2.1 1.0 4.1
【年代別】　　　

20歳代(11件) 33.3 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代(54件) 73.9 60.9 8.7 4.3 0.0 0.0 8.7 4.3 0.0

40歳代(72件) 64.3 60.7 7.1 3.6 3.6 10.7 0.0 0.0 7.1
50歳代(91件) 65.2 69.6 8.7 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 8.7

60歳以上(96件) 94.7 47.4 5.3 10.5 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0  

 

≪相談先と暴力の深刻度≫ 

相談先と暴力の深刻度の関係性を分析した。 

それぞれの回答数が少ないため、全体の傾向として断言はできないが、以下の図のとおり相談の

ほとんどを占めていた「家族・親戚」や「友人・知人」などは深刻度の平均値が低い。一方、「市役

所」や「警察」、「医療関係者」などは深刻度の平均値が４以上であり、より深刻であるほど、専門

的・公的な相談機関を利用していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 年代別「相談先」 

図 44 「暴力の深刻度の平均と相談先」 
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３－14 相談しなかった理由 

問 14 相談をしなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

【問 12 で「だれ（どこ）にも相談しなかった」と回答した方のみ】 

暴力を受けたことを相談しなかった理由について、全体では「自分にも悪いところがあると思っ

たから」、「相談するほどのことではないと思ったから」、「自分さえがまんすれば、なんとかこのま

まやっていけると思ったから」がいずれも 40％以上で高い割合となっている。 

男性は「自分にも悪いところがあると思ったから」と回答した割合が高い。一方、女性では「相

談するほどのことではないと思ったから」と回答した割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45 「相談しなかった理由」 
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9.1 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

自分にも悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったから

家族に心配をかけたくなかったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談しても分かってもらえないと思ったから

世間体が悪かった（恥ずかしくて

だれにも言えなかった）から

だれ（どこ）に相談してよいのか

分からなかったから

相手が反省をしていたから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談相手の言動によって

不快な思いをさせられると思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

子どもに危害が及ぶと思ったから

相談したことが分かると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

その他

全体(97件) 女性(84件) 男性(11件)
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表 4 年代別「相談しなかった理由」 

（％）

自
分
に
も
悪
い
と

こ
ろ
が
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相
談
す
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ど
の
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ま
ん

す
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、
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ん
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ま
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に
心
配
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け
た
く
な
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っ
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を
巻
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込
み

た
く
な
か
っ

た
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相
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も
分
か
っ

て
も
ら
え
な

い
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思
っ
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世
間
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悪
か
っ

た
（

恥
ず
か
し

く
て
だ
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に
も
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え
な
か
っ

た
）

か
ら

だ
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（

ど
こ
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に

相
談
し
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よ
い

の
か
分
か
ら
な
か
っ

た
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ら

相
手
が
反
省
を
し

て
い
た
か
ら

相
手
の
行
為
は
愛

情
の
表
現
だ
と

思
っ

た
か
ら

相
談
相
手
の
言
動

に
よ
っ

て
不
快

な
思
い
を
さ
せ
ら

れ
る
と
思
っ

た

か
ら

そ
の
こ
と
に
つ
い

て
思
い
出
し
た

く
な
か
っ

た
か
ら

子
ど
も
に
危
害
が

及
ぶ
と
思
っ

た

か
ら

相
談
し
た
こ
と
が

分
か
る
と
、

仕

返
し
を
受
け
た
り
、

も
っ

と
ひ
ど

い
暴
力
を
受
け
る

と
思
っ

た
か
ら

そ
の
他

全体(97件) 48.5 48.0 40.8 29.6 16.3 15.3 14.8 12.8 12.2 11.7 3.6 3.6 3.6 2.0 7.7
【年代別】　　　
20歳代(3件) 50.0 62.5 37.5 25.0 12.5 12.5 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 12.5
30歳代(23件) 53.8 42.3 42.3 38.5 19.2 7.7 23.1 15.4 11.5 11.5 3.8 7.7 3.8 7.7 19.2

40歳代(28件) 37.5 52.5 35.0 25.0 12.5 12.5 12.5 12.5 10.0 7.5 2.5 2.5 5.0 2.5 5.0
50歳代(23件) 46.6 41.4 46.6 36.2 20.7 22.4 15.5 15.5 8.6 12.1 1.7 1.7 5.2 1.7 3.4
60歳以上(19件) 55.0 53.3 38.3 21.7 13.3 15.0 10.0 6.7 16.7 13.3 6.7 3.3 1.7 0.0 8.3
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(５) 10 歳代から 20 歳代の経験について 

近年、ＤＶは配偶者間だけではなく、結婚していない恋人間での暴力（通称「デートＤＶ」）が問

題視されている。そこで、10歳代～20歳代の頃の経験について調査を実施した。主に過去の経験に

ついて調査しているため、この結果が市のデートＤＶの現状を表しているものではない。 

なお、問 15～19 においては、回答者が 10 歳代～20 歳代の頃の経験について回答している。結婚

している対象者は結婚前の経験についての回答となる。 

 

 

３－15 10・20 歳代での交際経験 

問 15 あなたには、その当時交際相手がいましたか。（結婚している方、結婚したこ

とのある方については、後に配偶者となった相手以外についてお答えくださ

い。）（○は１つ） 

 

10 歳代～20 歳代の交際相手の有無については、全体で「交際相手がいた（いる）人」が 55.2％、

「交際相手はいなかった」人が 37.1％となっている。 

年代別では、現在 20 歳代、30歳代の人は７割以上が「交際相手がいた（いる）」と回答している。 

【調査結果のまとめ】 

・10歳代から 20 歳代に身体的暴力を受けた人は全体の 7.0％、精神的暴力・経済的暴力は 7.4％、

性的暴力は 6.7％。 

・女性の 61.4％、男性の 93.3％は受けた暴力について相談しなかった。 

・相談した人はすべて「友人・知人」もしくは「家族・親戚」。 

・相談しなかった理由の上位が「家族に心配をかけたくなかったから」（33.9％）。 
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図 46 「10 歳代・20 歳代での交際経験」 

55.2 

56.9 

53.3 

77.4 

75.7 

62.8 

50.3 

29.7 

37.1 

35.1 

40.3 

21.4 

20.6 

33.6 

42.5 

53.8 

7.7 

8.0 

6.4 

1.2 

3.7 

3.6 

7.1 

16.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,271件)

【性別】

女性(758件)

男性(501件)

【年代別】

20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

交際相手がいた（いる） 交際相手はいなかった 無回答
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３－16 10・20 歳代での暴力の被害経験 

問 16 あなたはその交際相手から次のようなことをされたことがありますか。（○は

それぞれ１つ） 

【問 15 で「交際相手がいた（いる）」と回答した方のみ】 

 

① なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対

する暴行を受けた 

 

10 歳、20 歳代での身体的暴力の被害経験について、全体では「何度もあった」が 1.4％、「1、2

度あった」が 5.6％となっており、被害経験のある人は１割未満となっている。配偶者からのＤＶの

経験と比較すると少ない結果となっているが、１割弱の人に被害経験がある状況は軽視できない。 

女性のほうが被害経験のある人の割合がやや高く、年代別では 30 歳代が高い傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47 「10 歳代・20 歳代での身体的暴力の経験」 
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0.0 
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3.7 
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11.1 
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1.9 
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92.6 
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95.9 

91.5 

84.0 

94.3 

98.1 

97.9 

0.4 

0.5 

0.0 

0.0 

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(702件)

【性別】

女性(431件)

男性(267件)

【年代別】

20歳代(130件)

30歳代(162件)

40歳代(157件)

50歳代(155件)

60歳以上(95件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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② 人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせ

を受けた。あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではない

かと恐怖を感じるような脅迫を受けた 

 

10 歳代、20歳代の精神的暴力・経済的暴力の被害経験について、全体では「何度もあった」が 1.4％、

「1、2 度あった」が 6.0％となっており、身体的暴力と同様に被害経験のある人は１割未満となっ

ている。 

性別でみると、男女で差があり、女性の被害経験のある人は 10.4％、男性では 2.6％となってい

る。女性の方が精神的暴力・経済的暴力の被害者になりやすいことが推察される。 

年代別においては、身体的暴力と同様に 30歳代での被害経験のある人の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48 「10 歳代・20 歳代での精神的暴力・経済的暴力の経験」 
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0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(702件)

【性別】

女性(431件)

男性(267件)

【年代別】

20歳代(130件)

30歳代(162件)

40歳代(157件)

50歳代(155件)

60歳以上(95件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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③ いやがっているのに性的な行為を強要された 

 

10 歳代、20 歳代の性的暴力の被害経験について、全体では「何度もあった」が 1.7％、「1、2 度

あった」が 5.0％となっており、身体的暴力・精神的暴力・経済的暴力と同様に被害経験のある人は

１割未満である。 

性別でみると被害者のほとんどが女性であることがわかった。 

年代別では大きな差はみられないものの、30 歳代で被害経験のある人の割合が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 49 「10 歳代・20 歳代での性的暴力の経験」 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(702件)

【性別】

女性(431件)

男性(267件)

【年代別】

20歳代(130件)

30歳代(162件)

40歳代(157件)

50歳代(155件)

60歳以上(95件)

何度もあった １、２度あった まったくない 無回答
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３－17 10・20 歳代での相談の有無 

問 17 あなたが受けた行為について、だれ（どこ）かに打ち明けたり、相談したりし

ましたか。（○は１つ） 

【問 16 で「何度もあった」「１、２度あった」いずれかに１つでも回答した方のみ】 

 

10 歳代、20 歳代の時に暴力の被害経験がある人に、受けた暴力に関する相談の有無を聞いたとこ

ろ、全体で「相談した」人は 30.2％、「だれ（どこ）にも相談しなかった」人は 67.4％であった。

問 12と同様に被害を受けた人のうち約７割がだれ（どこ）にも相談しなかったことがわかる。 

性別での特徴も問 12 と同様で、「相談した」人は女性が４割弱、男性が１割未満である。10 歳代、

20 歳代の時の経験においても、男性は受けた暴力に関する相談をしない傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 50 「10 歳代・20 歳代の時の相談の有無」 
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35.7 
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0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(86件)

【性別】

女性(70件)

男性(15件)

【年代別】

20歳代(20件)

30歳代(40件)

40歳代(17件)

50歳代(5件)

60歳以上(4件)

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 無回答
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３－18 10・20 歳代での相談先 

問 18 実際にだれ（どこ）に打ち明けたり、相談したりしましたか。（○はいくつで

も） 

【問 17 で「相談した」と回答した方のみ】 

 

10 歳代、20 歳代における暴力の具体的な相談先については、問 13 と同様に「友人・知人」と「家

族・親戚」に相談する結果となっている。「警察」や「市役所」への相談をした人はいなかった。本

調査の問いは過去の事柄を含むため、現状がどのようになっているかこの設問だけでは判断できな

いが、若い人の相談も公的な窓口で対応できる旨の周知が必要であると考えられる。また、知って

はいても警察や市役所に相談することは敷居が高いととらえている可能性もあるため、相談相手と

なる友人・知人への意識啓発やＤＶに対する正しい理解を進めることが大切となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※男性の結果は１件のため省略 

 

 

 

図 51 「10 歳代・20 歳代の時の相談先」 

96.2 

30.8 

0.0 
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0.0 

100.0 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

友人・知人

家族・親戚

警察

愛知県女性相談センター

市役所

クローバーコール、メンズコール☆とよた

民間の専門家や専門機関、相談機

医療関係者

その他

全体(26件) 女性(25件)



70 

 

３－19 相談しなかった理由 

問 19 だれ（どこ）にも相談しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

【問 17 で「だれ（どこ）にも相談しなかった」と回答した方のみ】 

10 歳代、20 歳代の時に暴力を受けた際、相談をしなかった理由について、全体では「家族に心配

をかけたくなかったから」が最も高くなっている。 

「家族に心配をかけたくなかったから」、「世間体が悪かった（恥ずかしくてだれにも言えなかっ

た）から」の割合が特に女性で高くなっており、暴力を受けていることやその内容を知られたくな

いという意識から家族や周囲に相談できないことが考えられる。身近な人に相談できない場合、暴

力の発見が遅れ深刻化する可能性もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 52 「10 歳代・20 歳代の時に相談しなかった理由」 
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42.9 

14.3 

28.6 

21.4 
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14.3 
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0.0 

21.4 

0.0 

0.0 

14.3 

7.1 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

家族に心配をかけたくなかったから

自分さえがまんすれば、

なんとかこのままやっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

世間体が悪かった

（恥ずかしくてだれにも言えなかった）から

相談するほどのことではないと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

相談してもわかってもらえないと思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

だれ（どこ）に相談してよいのか

分からなかったから

相手が反省をしていたから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

相談相手の言動によって

不快な思いをさせられると思ったから

その他

無回答

全体(59件) 女性(44件) 男性(14件)
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と
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無
回
答

全体(59件) 33.9 30.5 30.5 28.8 27.1 22.0 20.3 20.3 18.6 15.3 11.9 3.4 1.7 6.8 1.7

【年代別】　　　

20歳代(12件) 33.3 41.7 8.3 25.0 25.0 41.7 25.0 25.0 8.3 25.0 8.3 16.7 0.0 8.3 0.0

30歳代(27件) 33.3 22.2 44.4 14.8 25.9 22.2 22.2 14.8 29.6 14.8 18.5 0.0 3.7 11.1 3.7

40歳代(14件) 14.3 28.6 21.4 35.7 35.7 14.3 14.3 35.7 7.1 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50歳代(2件) 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60歳以上(4件) 100.0 25.0 25.0 100.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 年代別「10 歳代・20 歳代の時に相談しなかった理由」 
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(６) 配偶者・恋人に対する行為について 

 

 

３－20 具体的な加害経験 

問 20 あなたはこれまで、あなたの配偶者や恋人に次のようなことを行ったことがあ

りますか。（○はＡ～Ｑについて１つずつ） 

 

すべての回答者を対象に配偶者や恋人に暴力を振るったことがあるかどうかを把握した。 

総じて、問 8 の被害経験と比較すると、加害経験がある人の割合は非常に低い結果となっている。

加害者がアンケートに協力しないなどの影響も考えられるが、自分の行為を暴力だと認識していな

いことも原因の一つとして推測できる。 

 

 

 

 

 

【調査結果のまとめ】 

・配偶者や恋人に行った行為は、精神的暴力が多い。特に「何を言っても無視し続ける」（28.3％）

や「大声でどなる」（28.7％）などの加害経験のある人が多い。 

・自分が行った行為の深刻度を５段階で判断してもらったところ、男性の方が深刻度が高い傾向。

・女性の 63.5％、男性の 83.6％は自分が行った行為について相談したことがない。 

・加害経験を相談しなかった理由の上位は「相談するほどのことではないと思ったから」（76.6％）。
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図 53 「具体的な加害経験（全体）」 
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3.0 
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2.9 

3.5 

3.2 

3.1 

3.1 

3.4 

3.4 

3.4 

3.4 

3.4 

63.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手で打つ

Ｂ 足でける

Ｃ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｄ 物を投げつける

Ｅ 首を絞める

Ｆ 家具などの物にあたる

Ｇ 何を言っても無視し続ける

Ｈ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｉ 「役立たず」などとののしる

Ｊ 大声でどなる

Ｋ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｐ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｏ 避妊に協力しない

Ｑ その他

何度もある １、２度ある まったくない 無回答

全体＝1,271件

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 
性
的
暴
力 

そ
の
他 

経
済
的
暴
力 
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精神的暴力においては男性の方がやや加害経験のある人が多い。しかし、総じてみると、男女と

もに加害経験のある人が一定数存在することがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 54 「具体的な加害経験（女性）」 
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87.9 
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95.6 

75.3 

67.7 

90.6 

93.3 

73.6 

88.8 

77.4 

95.4 

95.5 

95.8 

95.5 

34.6 

2.5 

2.8 

3.0 

2.4 

3.2 

2.6 

2.5 

3.2 

2.9 

2.8 

2.9 

3.4 

3.3 

3.0 

3.2 

3.3 

64.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手で打つ

Ｂ 足でける

Ｃ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｄ 物を投げつける

Ｅ 首を絞める

Ｆ 家具などの物にあたる

Ｇ 何を言っても無視し続ける

Ｈ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｉ 「役立たず」などとののしる

Ｊ 大声でどなる

Ｋ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｐ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｏ 避妊に協力しない

Ｑ その他

何度もある １、２度ある まったくない 無回答

女性＝758件

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 

そ
の
他 

経
済
的
暴
力 
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図 55 「具体的な加害経験（男性）」 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 平手で打つ

Ｂ 足でける

Ｃ なぐるふりや物を投げつけるふりをして、おどす

Ｄ 物を投げつける

Ｅ 首を絞める

Ｆ 家具などの物にあたる

Ｇ 何を言っても無視し続ける

Ｈ 交友関係や電話を細かく監視する

Ｉ 「役立たず」などとののしる

Ｊ 大声でどなる

Ｋ 人の前で馬鹿にしたり、命令口調でものを言ったりする

Ｐ 子どもにやつあたりする

Ｌ 生活費を渡さない

Ｍ 職についたり仕事を続けることに反対する

Ｎ いやがっているのに性的な行為を強要する

Ｏ 避妊に協力しない

Ｑ その他

何度もある １、２度ある まったくない 無回答

男性＝501件

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 

そ
の
他 

経
済
的
暴
力 
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（％）
加害経験

「妻は夫の言うことに従う」

賛成 1.3 13.8 82.3 2.6

反対 1.0 12.2 84.2 2.7

賛成 1.3 7.1 89.4 2.3

反対 0.9 8.1 88.3 2.8

賛成 1.9 14.5 81.0 2.6

反対 0.9 9.2 86.9 3.1

賛成 1.3 12.5 83.6 2.6

反対 1.8 11.8 83.7 2.7

賛成 0.3 0.3 96.5 2.9

反対 0.2 1.1 95.5 3.2

賛成 3.2 26.0 67.8 2.9

反対 3.7 21.4 72.3 2.6

賛成 3.2 26.7 67.5 2.6

反対 6.0 22.2 69.3 2.6

賛成 0.3 3.5 93.2 2.9

反対 0.4 5.5 90.8 3.2

賛成 1.9 5.1 90.4 2.6

反対 0.4 3.7 92.9 3.0

賛成 6.4 25.4 65.3 2.9

反対 5.0 22.5 69.7 2.8

賛成 2.6 10.3 84.6 2.6

反対 1.1 6.8 89.2 2.9

賛成 2.3 14.1 81.0 2.6

反対 2.1 14.4 80.3 3.2

賛成 0.6 0.6 96.1 2.6

反対 1.0 0.5 95.4 3.1

賛成 0.3 4.2 92.3 3.2

反対 0.4 2.2 94.3 3.0

賛成 1.6 5.8 89.4 3.2

反対 0.2 2.8 94.0 3.0

賛成 0.0 2.6 94.2 3.2

反対 0.6 1.7 94.7 3.0

交友関係や電話を細かく監視す
る

何
度
も
あ
る

１
、

２
度
あ
る

ま
っ

た
く
な
い

無
回
答

平手で打つ

足でける

なぐるふりや物を投げつけるふ
りをして、おどす

物を投げつける

首を絞める

家具などの物にあたる

何を言っても無視し続ける

いやがっているのに性的な行為
を強要する

避妊に協力しない

「役立たず」などとののしる

大声でどなる

人の前で馬鹿にしたり、命令口
調でものを言ったりする

子どもにやつあたりする

生活費を渡さない

職についたり仕事を続けること
に反対する

≪加害経験とジェンダー意識≫ 

ジェンダー意識と加害経験について分析すると、総じて「妻は夫の言うことに従う」に「反対」

と回答した人の方が加害経験が低い。 

賛成と回答した人と反対と回答した人の間で大きな差は表れていない。しかし、暴力を行ってい

る人が調査に協力しないことも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 「加害経験とジェンダー意識」 

経
済
的
暴
力 

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 
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（％）
ＤＶの加害実態

暴力の認識

どんな場合も暴力にあたると思う 0.8 9.2 87.6 2.5 773 (61.7%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 1.3 18.2 77.8 2.8 468 (30.8%)

暴力にあたると思わない 9.1 18.2 72.7 0.0 11 (0.9%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.8 6.2 90.5 2.5 1042 (83.0%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 1.4 16.7 79.4 2.4 209 (22.7%)

暴力にあたると思わない 20.0 0.0 60.0 20.0 5 (0.4%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.7 6.6 90.0 2.7 708 (56.5%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 1.2 15.9 79.7 3.2 502 (48.8%)

暴力にあたると思わない 6.8 13.6 75.0 4.5 44 (3.8%)

どんな場合も暴力にあたると思う 2.5 13.1 81.3 3.1 482 (38.5%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 3.3 29.0 65.9 1.7 634 (50.1%)

暴力にあたると思わない 8.8 27.7 59.1 4.4 137 (10.9%)

どんな場合も暴力にあたると思う 3.0 14.8 79.8 2.4 494 (39.4%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 5.5 29.6 62.7 2.3 622 (47.2%)

暴力にあたると思わない 12.3 26.1 57.2 4.3 138 (11.2%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.7 3.0 93.5 2.7 558 (44.9%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 0.0 6.5 90.2 3.3 541 (34.2%)

暴力にあたると思わない 0.7 6.9 89.0 3.4 145 (10.8%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.4 3.3 94.0 2.2 896 (71.4%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 1.6 5.9 89.2 3.3 305 (30.1%)

暴力にあたると思わない 1.9 5.6 81.5 11.1 54 (4.3%)

どんな場合も暴力にあたると思う 3.4 16.6 77.7 2.3 655 (52.3%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 6.4 31.8 58.7 3.2 535 (39.5%)

暴力にあたると思わない 17.5 25.4 52.4 4.8 63 (5.0%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.8 5.0 91.7 2.5 755 (60.2%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 2.3 11.9 83.6 2.3 438 (27.9%)

暴力にあたると思わない 3.2 9.7 77.4 9.7 62 (4.8%)

どんな場合も暴力にあたると思う 1.7 12.8 83.0 2.5 1071 (85.3%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 4.8 24.7 65.7 4.8 166 (16.0%)

暴力にあたると思わない 5.6 11.1 66.7 16.7 18 (1.5%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.8 0.4 96.4 2.5 855 (68.2%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 0.3 1.3 95.7 2.6 303 (41.6%)

暴力にあたると思わない 3.2 0.0 88.4 8.4 95 (8.4%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.9 0.3 96.1 2.7 331 (26.5%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 0.1 3.1 93.9 2.9 700 (39.6%)

暴力にあたると思わない 0.9 5.0 90.4 3.7 219 (15.6%)

どんな場合も暴力にあたると思う 0.6 1.4 95.3 2.7 849 (67.6%)

暴力の場合とそうでない場合があると思う 0.3 3.5 93.2 2.9 339 (83.5%)

暴力にあたると思わない 0.0 0.0 94.0 6.0 67 (100.0%)

調
査
数
（

暴
力
の

認
識
度
）
（

件
）

平手で打つ

「誰のおかげで生活できるんだ」と
か、「役立たず」などとののしる

何
度
も
あ
る

１
、

２
度
あ
る

ま
っ

た
く
な
い

無
回
答

足でける

なぐるふりや物を投げつけるふりを
して、おどす

家具などの物にあたる

何を言っても無視し続ける

交友関係や電話を細かく監視する

避妊に協力しない

大声でどなる

人の前で馬鹿にしたり、命令するよ
うな口調でものを言ったりする

子どもにやつあたりする

生活費を渡さない

職についたり仕事を続けることに反
対する

≪加害経験と暴力の認識≫ 

それぞれの暴力の認識によって加害経験に影響するかどうかを以下の表のようにまとめた。それ

ぞれの暴力をみると、「暴力にあたると思わない」と回答した人は「何度もある」と回答する割合が

高いことがわかる。何度も「暴力」を行っている人は、自身が行っていることが暴力であると認識

していない傾向がある。暴力の認識について周知する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7 「加害経験と暴力の認識」 

経
済
的
暴
力 

身
体
的
暴
力 

精
神
的
暴
力 

性
的
暴
力 
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３－21 加害経験の深刻度 

問 21 あなたが行った行為は、どの程度深刻なものだと感じていますか。「あまり深

刻だと感じない」場合を１、「非常に深刻だと感じる」場合を５として該当する

数字に○をつけてください。 

【問 20 のＡ～Ｑで「何度もある」「１、２度ある」いずれかに１つでも回答した方のみ】 

 

問 9 における暴力被害の深刻度と同様に、加害者自らが行った行為について深刻なものとしてと

らえているのか、５段階で把握した。 

全体では４割強が「１（あまり深刻でない）」となっており、被害の深刻度と同様に、45％の人が

大きな問題であると考えていない。 

被害状況と異なり、男性は自身の加害経験について、より深刻ととらえている人の割合が高く、

女性は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56 「加害経験の深刻度」 
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1.7 

5.3 

5.1 

5.0 

1.8 

1.4 

4.8 

7.6 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(680件)

【性別】

女性(394件)

男性(280件)

【年代別】

20歳代(56件)

30歳代(143件)

40歳代(145件)

50歳代(158件)

60歳以上(172件)

１（あまり深刻だと感じない）

２

３

４

５（非常に深刻だと感じる）

無回答
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３－22 加害経験の相談の有無 

問 22 あなたが行った行為について、だれ（どこ）かに打ち明けたり、相談したりし

ましたか。（○は１つ） 

 

暴力の加害経験がある人に、行った暴力に関する相談の有無を聞いたところ、全体で「相談した」

人は 17.1％、「だれ（どこ）にも相談しなかった」人は 71.6％であった。加害経験に関して相談し

た割合は、被害の際の相談よりも低かった。 

被害の相談と同様に、男性は加害経験についてもあまり相談をしていない。 

また、若い年代は相談をする割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 57 「加害経験の相談の有無」 
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71.6 

63.5 

83.6 
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65.5 
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3.6 

4.9 

10.3 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(680件)

【性別】

女性(394件)

男性(280件)

【年代別】

20歳代(56件)

30歳代(143件)

40歳代(145件)

50歳代(158件)

60歳以上(172件)

相談した だれ（どこ）にも相談しなかった 無回答
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３－23 加害経験の相談先 

問 23 実際に、だれ（どこ）に打ち明けたり、相談したりしましたか。（○はいくつ

でも） 

【問 22 で「相談した」と回答した方のみ】 

 

加害経験者の具体的な相談先については、被害の際の相談先と同じく、「友人・知人」、「家族・親

戚」がほとんどを占める。「市役所」や「クローバーコール、メンズコール☆とよた」に相談した人

はいなかった。 

ＤＶ加害者は、自らの行為の重大さを認識し、自分を変えようという意識を持つこともある。加

害者も公的な相談機関で相談できる旨の周知が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 58 「加害経験の相談先」 

70.3 

57.6 

4.2 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

70.0 

58.0 

3.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

75.0 

56.3 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

友人・知人

家族・親戚

民間の専門家や専門機関、相談機関

警察

愛知県女性相談センター

市役所

クローバーコール、メンズコール☆とよた

医療関係者

その他

全体(118件) 女性(100件) 男性(16件)
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表 8 「加害経験の相談先」 

（％）
友

人

・

知
人

家

族

・

親
戚

民

間

の

専
門

家

や
専

門

機

関
、

相

談
機

関

警

察

愛

知

県

女
性

相

談
セ

ン

タ
ー

市

役

所

ク

ロ
ー

バ
ー

コ
ー

ル
、

メ

ン

ズ

コ
ー

ル

☆

と
よ

た

医

療

関

係
者

そ

の

他

全体(118件) 70.3 57.6 4.2 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7
【年代別】　　　

20歳代(14件) 71.4 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代(28件) 82.1 39.3 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40歳代(35件) 74.3 60.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
50歳代(24件) 66.7 62.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2

60歳以上(16件) 50.0 81.3 18.8 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3
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３－24 加害経験について相談しなかった理由 

問 24 だれ（どこ）にも相談しなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

【問 22 で「だれ（どこ）にも相談しなかった」と回答した方のみ】 

 

加害経験について相談をしなかった理由について、全体ではほとんどの人が「相談するほどのこ

とではないと思ったから」と回答している。 

性別や年代で大きな差は無いため、加害経験の場合は相談するほどのことではないと自分の中で

判断しやすいと考えられる。相談などを通して客観的な立場で自身の行動を判断する機会がない場

合、加害行動が常態化・深刻化することも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 59 「加害経験について相談しなかった理由」 

76.6 

10.2 

9.1 

8.9 

8.3 

6.3 

2.8 

11.4 

2.4 

77.8 

8.7 

9.1 

5.6 

6.3 

3.2 

1.6 

15.9 

2.0 

75.9 

11.0 

9.3 

12.7 

10.1 

9.3 

3.8 

6.8 

3.0 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

相談するほどのことではないと思ったから

相談してもわかって

もらえないと思ったから

悪いことだとは思わないから

自分の行為は愛情の表現だから

世間体が悪い（恥ずかしくて

だれにも言えなかった）から

だれ（どこ）に相談してよいのか

わからなかったから

相談相手の言動によって

不快な思いをさせられると思ったから

その他

無回答

全体(492件) 女性(252件) 男性(237件)
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表 9「加害経験について相談しなかった理由」 

（％）
相

談

す

る
ほ

ど

の

こ
と

で

は
な

い

と

思
っ

た

か
ら

相

談

し

て
も

わ

か
っ

て

も

ら
え

な

い

と

思
っ

た
か

ら

悪

い

こ

と
だ

と

は

思
わ

な

い
か

ら

自

分

の

行
為

は

愛

情
の

表

現
だ

か

ら

世

間

体

が
悪

い
（

恥
ず

か

し
く

て

だ

れ

に

も

言
え

な

か
っ

た
）

か
ら

だ

れ
（

ど
こ
）

に

相
談

し

て
よ

い

の

か

わ

か

ら
な

か
っ

た
か

ら

相

談

相

手
の

言

動

に
よ
っ

て
不

快

な

思

い

を

さ
せ

ら

れ

る
と

思
っ

た

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体(492件) 76.6 10.2 9.1 8.9 8.3 6.3 2.8 11.4 2.4
【年代別】　　　

20歳代(40件) 70.0 7.5 7.5 7.5 5.0 5.0 2.5 15.0 5.0

30歳代(108件) 70.4 9.3 13.9 8.3 11.1 5.6 1.9 19.4 0.9
40歳代(95件) 78.9 8.4 9.5 5.3 5.3 5.3 1.1 11.6 2.1

50歳代(110件) 72.7 9.1 9.1 7.3 11.8 9.1 0.9 10.9 1.8

60歳以上(136件) 86.0 12.5 5.9 14.0 5.9 5.1 5.9 4.4 3.7
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(７) ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）の予防策、被害者支援策について 

 

 

３－25 暴力を防止するために必要なこと 

問 25 配偶者や恋人からの暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと考え

ますか。（○はいくつでも） 

 

ＤＶを防止するために必要なことについてみると、全体では「被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす」（64.7％）、「第三者が暴力を見聞きしたとき、公的機関に通報・相談しや

すくするしくみを整備する」（54.4％）などが高い。相談窓口の拡充や整備が必要であるという意見

が多い結果となった。 

また女性では特に「加害者へのカウンセリングによって、加害者が自分の感情をコントロールで

きるようにする」に回答した割合が 55.8％と高く、加害者に変わって欲しい願望が強いことが分か

る。しかし、加害者の更生については実際には非常に難しいと言われており、有効な方法を考えつ

つ総合的な対策を進めていく必要がある。 

【調査結果のまとめ】 

・暴力を防止するために必要なことで最も割合が高かったのは「被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす」（64.7％） 

・公的な相談窓口に期待することで最も割合が高かったのは「プライバシーに配慮して相談に応じ

てもらえること」（71.8％） 

・被害経験のある人は、公的な相談窓口に期待することで「迅速に対応してもらえること」と回答

した割合が高い（69.5％）。 

・被害を受けた方を救うための支援として最も割合が高かったのは「こころと体の健康に関する支

援」（49.0％） 
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図 60 「パートナーからの暴力を防止するために必要なこと」 

64.7 

54.4 

51.4 

50.5 

49.6 

41.1 

34.2 

29.3 

15.8 

4.6 

3.1 

68.6 

56.7 

53.6 

52.6 

55.8 

40.8 

36.3 

33.5 

13.3 

4.0 

2.1 

59.9 

51.7 

48.9 

48.1 

40.9 

42.5 

31.7 

23.4 

19.8 

5.6 

2.6 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす

第三者が暴力を見聞きしたとき、公的機関に

通報・相談しやすくするしくみを整備する

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、

暴力を防止するための教育を行う

家庭で保護者が子どもに対し、

暴力を防止するための教育を行う

加害者へのカウンセリングによって、加害者が

自分の感情をコントロールできるようにする

加害者への罰則を強化する

メディアを活用して、

広報・啓発活動を積極的に行う

暴力をふるったことのある物に対して、

二度と繰り返さないための教育を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、

イベントなどを行う

その他

無回答

全体(1,271件) 女性(758件) 男性(501件)
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表 10 「パートナーからの暴力を防止するために必要なこと」 

（％）

被
害

者

が

早

期
に

相

談

で
き

る

よ

う
、

身
近

な

相

談

窓
口

を

増

や
す

第
三

者

が

暴

力
を

見

聞

き
し

た

と

き
、

公
的

機

関

に

通
報

・

相

談
し

や

す

く
す

る
し

く

み

を

整
備

す

る

学
校

・

大

学

で
児

童

・

生
徒

・

学

生
に

対
し
、

暴

力

を
防

止

す

る
た

め

の

教
育

を
行

う

家
庭

で

保

護

者
が

子

ど

も
に

対

し
、

暴

力
を

防

止

す

る
た

め

の

教
育

を

行

う

加
害

者

へ

の

カ
ウ

ン

セ

リ
ン

グ

に

よ
っ

て
、

加

害

者

が
自

分

の

感
情

を

コ

ン
ト

ロ
ー

ル

で

き

る
よ

う

に

す
る

加
害

者

へ

の

罰
則

を

強

化
す

る

メ
デ
ィ

ア

を

活
用

し

て
、

広

報

・

啓
発

活
動

を

積

極

的
に

行

う

暴
力

を

ふ

る
っ

た

こ

と

の
あ

る

物

に
対

し
て
、

二

度

と
繰

り

返

さ
な

い

た

め
の

教
育

を

行

う

地
域

で
、

暴

力
を

防

止

す
る

た

め

の
研

修
会
、

イ

ベ

ン
ト

な

ど

を
行

う

そ
の

他

無
回

答

全体(1,271件) 64.7 54.4 51.4 50.5 49.6 41.1 34.2 29.3 15.8 4.6 3.1

【年代別】　　　

20歳代(168件) 68.5 66.7 56.5 58.3 54.8 58.3 38.1 32.7 17.9 2.4 0.0
30歳代(214件) 65.4 55.6 51.4 55.6 58.4 55.6 38.8 38.8 16.8 7.5 0.9

40歳代(250件) 60.0 49.6 50.8 45.6 48.0 43.2 36.4 26.8 12.8 5.2 2.4

50歳代(308件) 66.2 53.6 52.3 51.9 47.7 33.1 33.1 26.6 14.0 3.9 1.3

60歳以上(320件) 65.9 53.1 49.7 46.9 45.3 29.7 29.7 26.6 18.8 4.1 5.6
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≪暴力を防止するために必要なことと被害経験≫ 

暴力の被害経験がある人とない人で、暴力を防止するために必要と考えることに差があるかどう

か検証してみると、被害経験の有無では大きな差がみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 61 「パートナーからの暴力を防止するために必要なこと」 

62.8 

50.8 

48.8 

48.0 

48.9 

37.7 

31.8 

27.7 

15.5 

5.5 

3.1 

68.0 

59.7 

55.5 

54.3 

51.3 

45.9 

38.1 

31.9 

16.4 

3.4 

1.3 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

被害者が早期に相談できるよう、

身近な相談窓口を増やす

第三者が暴力を見聞きしたとき、公的機関に

通報・相談しやすくするしくみを整備する

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、

暴力を防止するための教育を行う

家庭で保護者が子どもに対し、

暴力を防止するための教育を行う

加害者へのカウンセリングによって、加害者が

自分の感情をコントロールできるようにする

加害者への罰則を強化する

メディアを活用して、

広報・啓発活動を積極的に行う

暴力をふるったことのある物に対して、

二度と繰り返さないための教育を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、

イベントなどを行う

その他

無回答

被害経験有り(297件) 被害経験無し(669件)
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３－26 公的な相談窓口に期待すること 

問 26 仮にあなたが配偶者や恋人から暴力を受けた場合、公的な相談窓口にはどのよ

うなことを期待しますか。（○はいくつでも） 

 

これまでの調査結果から、相談先として公的機関を挙げる人が非常に少ないことが分かる。公的

な相談窓口に求められているものは何かを明らかにするため、公的な相談窓口に期待することを把

握した。 

全体では、「プライバシーに配慮して相談に応じてもらえること」と回答した割合が 71.8％で 

最も高くなっている。次いで「迅速に対応してもらえること」（65.5％）、「夜間や休日なども相談に

応じてもらえること」（52.6％）である。プライバシーの配慮・迅速性・利便性などが公的な相談窓

口に期待されている。 

また、「プライバシーに配慮して相談に応じてもらえること」は特に女性の割合が高い。女性を対

象にした相談窓口では、プライバシーの確保策が十分に機能しているか、また、プライバシーが守

られることが市民に周知されているか検証する必要がある。 

年代別にみると、特に若い世代は「夜間や休日なども相談に応じてもらえること」と回答した割

合が高い。若い世代の人は、日中仕事や学校等で忙しくしていることが想定されるため、夜間や休

日の相談体制の整備・拡充を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 62 「公的な相談窓口に期待すること」 

71.8 

65.5 

52.6 

50.7 

48.5 

34.4 

23.4 

2.8 

2.4 

78.0 

67.5 

56.7 

59.0 

47.1 

37.6 

25.7 

2.5 

1.3 

63.9 

63.7 

47.1 

39.1 

51.5 

30.1 

20.0 

3.2 

2.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

プライバシーに配慮して

相談に応じてもらえること

迅速に対応してもらえること

夜間や休日なども

相談に応じてもらえること

相談者に寄り添って

相談に応じてもらえること

法律などの専門的な知識を持って

対応してもらえること

公的な機関が介入することにより、

解決に導いてもらえること

公的な制度、サービス、関係機関の情報を

提供してもらえること

その他

無回答

全体(1,271件) 女性(758件) 男性(501件)
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表 11 「公的な相談窓口に期待すること」 

（％）
プ

ラ

イ

バ
シ
ー

に
配

慮

し

て
相

談

に
応

じ

て

も

ら
え

る

こ
と

迅

速

に

対
応

し

て
も

ら

え

る
こ

と

夜

間

や

休
日

な

ど
も

相

談

に
応

じ

て
も

ら

え

る

こ
と

相

談

者

に
寄

り

添
っ

て

相

談
に

応

じ
て

も

ら

え

る
こ

と

法

律

な

ど
の

専

門
的

な

知

識
を

持
っ

て

対

応

し

て
も

ら

え
る

こ

と

公

的

な

機
関

が

介
入

す

る

こ
と

に

よ

り
、

解

決
に

導

い
て

も

ら

え
る

こ

と

公

的

な

制
度
、

サ
ー

ビ

ス
、

関

係

機
関

の

情

報

を
提

供

し
て

も

ら

え
る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

全体(1,271件) 71.8 65.5 52.6 50.7 48.5 34.4 23.4 2.8 2.4
【年代別】　　　

20歳代(168件) 72.6 75.0 69.0 56.0 58.9 43.5 21.4 4.2 0.0

30歳代(214件) 75.2 70.1 58.4 55.6 51.4 37.4 27.1 3.7 0.9
40歳代(250件) 71.6 66.0 52.4 44.4 46.0 37.2 22.8 2.4 1.2

50歳代(308件) 76.9 63.6 51.0 50.6 47.1 32.1 23.7 2.6 1.3

60歳以上(320件) 66.3 60.9 42.8 51.3 45.9 28.8 22.5 1.9 4.1
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≪公的な相談窓口に期待することと被害経験の有無≫ 

問７の結果から、暴力の被害経験がある人とない人に区分し、それぞれの公的な相談窓口に対し

て期待することを把握した。 

被害経験がある人では、「プライバシーに配慮して相談に応じてもらえること」が高い割合となっ

ており、実際に被害を受けた人はプライバシーについて特に意識していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 63 「公的な相談窓口に期待することと被害経験の有無」 

71.8 

65.5 

52.6 

50.7 

48.5 
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67.5 

56.7 
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47.1 
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25.7 

2.5 
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63.7 

47.1 

39.1 

51.5 

30.1 

20.0 

3.2 

2.2 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

プライバシーに配慮して

相談に応じてもらえること

迅速に対応してもらえること

夜間や休日なども

相談に応じてもらえること

相談者に寄り添って

相談に応じてもらえること

法律などの専門的な知識を持って

対応してもらえること

公的な機関が介入することにより、

解決に導いてもらえること

公的な制度、サービス、関係機関の情報を

提供してもらえること

その他

無回答

全体(1,271件) 女性(758件) 男性(501件)
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３－27 被害を受けた方を救うための支援 

問 27 被害を受けた方を救うための支援として、どのようなことが必要だと思います

か。（○は３つまで） 

 

全体では「こころと体の健康に関する支援」と回答した割合が 49.0％で最も高い。次いで、「同性

の相談員等による相談や情報提供」（42.5％）、「一時的な避難場所の提供」（40.2％）の順となって

いる。 

「一時的な避難場所の提供」「経済的な支援」や「子どもに関する支援」になどについて女性は重

要視していることがわかる。 

年代別でみると、「子どもに関する支援」は 30 歳代でやや高く、子育て世代では特に重要視され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 64 「被害を受けた方を救うための支援として必要なこと」 
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2.2 

1.6 

2.2 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

こころと体の健康に関する支援

同性の相談員等による相談や情報提供

一時的な避難場所の提供

経済的な支援

加害者への対応に関する支援

子どもに関する支援

仲間づくりの支援

裁判・調停に関する支援

住宅確保に関する支援

情報保護（住民基本台帳の閲覧制限など）

技能・資格取得等の就労に関する支援

その他

無回答

全体(1,271件) 女性(758件) 男性(501件)



92 

 

 
（％）

こ
こ

ろ
と

体

の
健

康
に

関

す
る

支
援

同
性

の
相

談

員
等

に
よ

る

相
談

や
情

報

提
供

一
時

的
な

避

難
場

所
の

提

供 経
済

的
な

支

援

加
害

者
へ

の

対
応

に
関

す

る
支

援

子
ど

も
に

関

す
る

支
援

仲
間

づ
く

り

の
支

援

裁
判

・
調

停

に
関

す
る

支

援 住
宅

確
保

に

関
す

る
支

援

情
報

保
護
（

住
民

基
本

台

帳
の

閲
覧

制

限
な

ど
）

技
能

・
資

格

取
得

等
の

就

労
に

関
す

る

支
援

そ
の

他

無
回

答

全体(1,271件) 49.0 42.5 40.2 27.7 24.3 24.0 18.4 15.8 14.0 10.5 3.4 0.7 2.4

【年代別】　　　

20歳代(168件) 53.0 51.2 41.7 24.4 26.2 25.0 19.0 17.3 16.7 10.1 3.0 0.0 0.0

30歳代(214件) 53.3 43.9 39.7 28.0 19.2 30.8 19.6 15.4 15.9 8.9 5.6 1.4 1.4

40歳代(250件) 45.6 41.2 39.2 33.6 26.0 23.6 14.4 18.8 15.2 12.0 1.6 0.8 0.8

50歳代(308件) 52.3 39.6 41.2 30.8 23.7 23.1 18.5 14.0 14.9 12.0 3.6 0.3 0.6

60歳以上(320件) 44.7 42.2 40.9 22.5 26.9 20.6 20.6 15.3 9.7 9.7 3.1 0.9 4.7  
 

 

 

 

 

 

表 12 年代別「被害を受けた方を救うための支援として必要なこと」 
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≪被害を受けた方を救うための支援として必要なことと被害経験の有無≫ 

公的な相談窓口に期待することと同様に、被害を受けた人への支援策についても被害経験がある

人とない人に区分し分析を行った。 

「加害者への対応に関する支援」では被害経験がある人は 18.9％、被害経験のない人は 27.8％で

約 10％の差があるため、被害経験のある人の意見は被害経験のない人の意見と必ずしも一致しない。

被害経験者の意見をしっかり分析していくことも重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問 7 で身体・精神・性的暴力いずれかに１つでも「何度もあった」、「１、２

度あった」と回答があった者を「被害経験有り」、それ以外を「被害経験無し」

として集計 

 

図 65 「被害を受けた方を救うための支援として必要なことと被害経験の有無」 
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24.3 
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10.5 
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42.0 
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16.1 

14.1 

19.0 

3.4 

0.3 

1.0 

0％ 20％ 40％ 60％

こころと体の健康に関する支援

同性の相談員等による相談や情報提供

一時的な避難場所の提供

経済的な支援

加害者への対応に関する支援

子どもに関する支援

仲間づくりの支援

裁判・調停に関する支援

住宅確保に関する支援

情報保護（住民基本台帳の閲覧制限など）

技能・資格取得等の就労に関する支援

その他

無回答

全体(1,271件) 被害経験有り（297件） 被害経験無し（669件）
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(８) 男女共同参画に関する認知度 

【調査結果のまとめ】 

・デートＤＶを知らない割合は 57.9％。20歳代でも 55.4％、30歳代でも 57.5％は「知らない」と

回答 

・クローバーコールを知っている・聞いたことがある女性は 37.7％で、５年前の調査と比較しても

ほとんど変わらない。 

・メンズコール☆とよたを知っている・聞いたことがある男性は 14.8％。 

・「男女共同参画社会」を知っている・聞いたことがある人は 50.4％。特に 20 歳代が 64.9％と高い

割合。 

３－28 用語の理解 

問 28 あなたは、次に示す用語・名称をどの程度ご存知ですか。（○はそれぞれ１つ） 

① デートＤＶ 

 

「デートＤＶ」という言葉について、全体では「内容まで知っている」人は 11.1％、「聞いたこと

がある」人は 28.3％、「知らない」人が 57.9％であった。 

女性でデートＤＶを知っている人、聞いたことがある人が 44.4％、男性は 32.6％と女性の方が「デ

ートＤＶ」について認知している。 

また、年代別では、20歳代、30 歳代などの若い年代でも半数以上の人が「知らない」と回答して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 66 『「デートＤＶ」の認知度』 
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20歳代(168件)

30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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② 女性のための電話相談室クローバーコール 

 

「女性のための電話相談室クローバーコール」について、全体では「内容まで知っている」人は

4.0％、「聞いたことがある」人は 26.7％、「知らない」人は 66.9％であった。 

年代別にみると特に 20歳代の認知度が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると、それぞれの項目で大きな差はみられない。５年前とほとんど変化が無

いことから、周知の方法等を再度検討し、１人でも多くの市民にクローバーコールの存在を知らせ

ることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 67 『「女性のための電話相談室クローバーコール」の認知度』 

図 68 【前回比較】 『「女性のための電話相談室クローバーコール」の認知度』 
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内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

4.9 
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【女性】

今回(758件)

前回(648件)

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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③ 男性のための電話相談室メンズコール☆とよた 

 

「男性のための電話相談室メンズコール☆とよた」について、男性では「内容まで知っている」

人は 2.4％、「聞いたことがある」人は 12.4％、「知らない」人が 82.6％であった。 

若い世代ほど知らない人が多く、対象となる男性、さらに若い世代への周知が今後も必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 69 『「男性のための電話相談室メンズコール☆とよた」の認知度』 
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30歳代(214件)

40歳代(250件)

50歳代(308件)

60歳以上(320件)

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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④ 男女共同参画社会 

 

「男女共同参画社会」という言葉について、男女ともに「内容まで知っている」は約１割、「聞い

たことがある」人は約４割、「知らない」人が約５割であった。 

性別で大きな差はなく、おおよそ半数は「知らない」と回答している。 

年代別では、20 歳代で知っている人、聞いたことがある人が特に多くなっており、若い世代には

よく浸透していることがわかる。一方 30歳代以降では半数程度が「知らない」と回答しているため、

30 歳代以降への周知が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 70 『「男女共同参画社会」の認知度』 
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50歳代(308件)

60歳以上(320件)

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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≪前回比較≫ 

前回の調査と比較すると、女性では「男女共同参画社会」について「聞いたことがある」と回答

した割合が高くなっており、５年前よりも浸透していることがわかる。一方、男性では前回の調査

結果から割合はほとんど変動していない。 

女性の認知度がやや向上したものの、依然として内容まで知っている人は１割程度であり、知ら

ない人は男女ともに約半数を占める。また、男性では認知度そのものが５年前と変わっていないこ

となど、男女共に男女共同参画の正しい理解を進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 71 【前回・全国比較】 『「男女共同参画社会」の認知度』 

10.9

12.7

12.4

14.2

40.6

30.9

36.9

36.3

46.7

51.7

48.1

46.2

1.7

4.8

2.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【女性】

今回(758件)

前回(648件)

【男性】

今回(501件)

前回(487件)

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ⅲ 豊田市の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の取組 
 

豊田市ＤＶ対策基本計画 
 
１ ＤＶ防止のための教育・啓発活動 
 ・若い世代への教育・啓発の実施 
 ・市民への広報・啓発の実施 
 ・職員に対する意識啓発の実施 
 
２ 相談体制の充実 
 ・相談機能の拡充 
 ・相談員の資質向上 
 ・ＤＶ対策部会の充実 
 
３ 被害者の自立支援の充実 
 ・緊急時の安全確保と一時保護の実施 
 ・被害者に対する適切な情報提供 
  及び各種支援の実施 
 ・生活再建に向けた支援の実施 
 ・子どもへの支援の実施 
 
４ 外国人への対応の充実 
 ・ＤＶに対する正しい理解推進の実施 
 ・相談体制の充実 
 ・通訳者・関係機関との連携の充実 
 
５ 関係機関との連携機能の充実 
 ・医師会・弁護士会等との連携強化 
 ・他県・他市との連携強化 

調査結果等から把握した主要課題 
 

 
１ 若い世代や男性のジェンダー意識が強い 
 
２ 若い世代での相談窓口の認知度が低い 
 
３ ＤＶ被害を相談しない・公的な相談窓口を
利用しない人が多い 

 
４ 10・20 歳代の時にＤＶ被害を受けても相談
しなかった人が多い 

 
５ 公的な相談窓口に期待することは「プライ
バシーに配慮して相談に応じてもらえるこ
と」という意見が多い 

 
６ 被害者を救うためには「こころと体の健康
に関する支援」が必要という意見が多い 

 
７ 切れ目の無い支援体制の確立（ワークショ

ップ結果より） 
 
８ 民間グループの育成・連携（ワークショッ
プ結果より） 

 

若年層・男性への意識啓発の充実 

 高校生、大学生等を対象としたデートＤＶ防止のための啓発の実施 

 学校教育など若年層に対する人権教育の推進 

 男性を対象にした男女共同参画に関する講座等の実施 

切れ目のない支援体制の確立 

 職員に向けた意識啓発・研修の実施 

 ＤＶ対策部会の連携の強化 

相談・支援体制の拡充 

 オンライン相談の検討 

 専門的な相談の充実 

 相談員のスキル・知識の向上 

今後の方向性 
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Ⅳ 使用調査票 
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平成 24 年度 日常生活における男女の意識と実態に関する調査結果報告書 

平成 25 年 3 月発行 

 

〒４７１－００３４ 愛知県豊田市小坂本町１－２５ 豊田産業文化センター２階（月曜休館） 

とよた男女共同参画センター キラッ☆とよた 


